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】文論

『司祭』とそのオーディエンス

一晩面テクストのエンコーディング／ディコーディングー

佐々木　俊　彦

茎．序

i．茎．本論の簾的

　文化という広大な領域における重要な醗究対象として，メディアの存姦を振摘することができる。

メディアとは，害うまでもなくrコミュニケーシ3ンを可能にする媒体」あるいは「コミュニケー

ションをなかだちする手段」であ参，そこには「記号を乗せて伝達の役割を果たすすべてのもの1が

含まれる。伝統的なマス・コミュニケーシ3ンのメディア1こ綴定しても，新縫．雑誌，書籍，ラジ

オ，テレビ，験藪などを数えることが可能である譜

　本稿では，これらのうちで特に験画を取塗上げ，メディアのカルチュラル・スタディーズの立場

から，駿露作贔というメディア・テクストをめぐるエンコーディングとディコーディング及びその

オーディエンスに焦点を当てて考察を試みる2》。

亙．2．論述弱流れ

　奉議における論述の流れは，磯鶏以下のとお参である。

　最携1こ，ホールの論考を中心に，諸家の所説を参考1こして，メディア・テクストのエンコーディ

ングとディコーディングに関する建論を整運，検討する。その後で，当該コミュニケーション・モ

デルを験醸メディアに適罵するために，予騰的考察を行なう。次に，具体的な験函メディア・テク

ストとして岡祭壽を取参上げ，そのテクストとエンコ～ディングを分析，検認する。さらに，こ

の検討結集と前遮のモデルとを合体させ，社会的観点を盛撃込んで，殉祭垂のコミュニケーシ望ン・

モデルについて考察する。その上で，庫論では，インターネット上の験麟データベース中にある一

聾　以上のメディアの定義と醗示に当たっては，『記箸学大事輿圭にお謬る「メディアの記号論涯び）獲猛（真鍋一

　史；鎗§一総／の記遜を参考にした。鈎繕強跨の弓蒲は，鱒§ページからのものである。また，現在の記号論の

　成果と到達点紅臆して，購書を参覆したところが多い。

2／塞論文の執筆に課し，カルチュラル・スタディーズ全般1こついて参考1こしたのは，8aS鎌ett　xil至一XX頼，3一齢，

　花籤・善晃・スパークス3壌う縫及ぴ丁蟹箆erである。メディア・（カルチュラル・／スタディーズに関して

　　は，A灘薯35一§2．藤蟹「カルチュラル・スタディ滋1こおけるメディア論とネオ・マルクス主義麹疑会購成体講

　　との驚違濫墜，躍謹み手遷の発見3，Mor蓋eyレ縫及び着発を参照した。特に，カルチュラル・スタディーズの

　方法睾こよるテレビ醗究と験薩藩窒については．各々窮訟e　a蕪｝蕗癒eyとFrecce蹄を参照した．また．テレ

　　ビの叢懇・視聴者分線こ麗しては，解藤・藤蟹も参考にした。
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般のオーディエンス1こよる硬錘数謬を，駿画ゼ司祭護というテクストについてのメタ・テクストと

して，分析，検討の対象とする。まず，ディコーディングに麗する本一ルの理講を恋風修囂し」司

祭墨テクストの読解についての新たな馨論的枠緩みとして，5種類の談解パターンを導慈する。続い

て，畢司祭選テクストの実鰹の読解弼を詳纏にテクスト分析して，これらの読解パターンの有効性を

吟妹，検証に付す。さらに，オーディエンスによるぎ溝祭垂テクストの謎解に焦点を当てながら，若

干の発展的考察を行なう。最後に，本論全体の議論をまとめ，今後の諸課題を展望する。

　なお，論文本体の後に，補遺A及びβを臠す。

2．方法論の検討

2．茎．カルチュラル・スタディーズのマス・コミュニケーション理論

2．i．董．ホールのエンコーディング／デイコーディング・モデノ静

2．i．隻．董．諸契機6〉簾台としての叢ミュニケーシ3ン

　スチュアート・ホール（Stt竃鍵t｝｛譲／は，その重要な譲考「エンコーディング。／ディコーディン

グ」（“E腕。（療継gノ撫cOδ鐙葺”）の中で，コミュニケーション過程を，生産・流通・分醗／消費・再生1

産という権対的に嚢律した諸契機の筋合を通して生産，維持される復金的購造として捉えているeこ

5）懸論に従えば，放送機関は，技徳的インフラストラクチャー・生産関係・知識」）枠緩みに依って，

番緯等のメディア・テクストを生産する。このテクスト生産の遜程がエンコーディング（コード化，

記号化／であり，生産されたテクストは第iの意味購造を成す。次の段踏で，放送癬縷等は「有意

味な」ディスコース（雲説〉として社会的に流通する。さらに次の穏薩では，特定の社会的・震議

釣球置を占め状混付けられた主体によ拳，テクストσ）消費，すなわちディコーディング（脱コード

化．記号解読）が行なわれる。この遜程において，新たな第2の意味構造が生成されるので，ディ

コーディングは消費の鵜藪であると疑時に生産の局面でもある。ただし，エンコーディングとディ

コーディングは，糧対的露律牲を有する購翻の2契機であるため，第iと第2の慧蘇構造は必ずし

も講一ではない。最後に，第2の愚昧購造は，「フィードバック雲を通じて，敦送機襲によるテクス

ト生産の遺程霞捧に再び緩み込まれる。

2．董．墨．2．コードの介在と作需

　このコミュニケーーション・モデルにおいて注目すべきは，エンコーディング・ディコーディング

各々の契機におけるコードの介在と繹絹である。エンコーディングが行なわれる鰹に，ある特定の

文化的コードが採総され，そのコードが作動することによって，支醗的（ヘゲモニー的／意味が購

成され，その意味はテクストの購造の中に灘麟される。地方．ディコーディングの遺程では，テク

ストの諌み手によって，縫会内での濤分の主体盤置に関連した解殺コードが選択，参黙され，それ

に基づいて意妹権威（すなわち読解〉が行なわれる。エンコーディングは，ディコーディングの際

3）　2．茎。i．の記述は，｝至al夏全体の素嶽的な要訳である。2．玉．董．玉．に鷺しては，特にR謹至騰の下部の馨解を参考に

　　した。
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に使醗されるコードの種類をア・プ縫方リに決定することはできない。

2．L2．コード論

　ホールは，当該論文において，コードなるものの内実について績織立った説明を与えているとは

言い難い。

2．茎．2．茎．轟一ドの諸定義

　ジ3ン・フィスク（Jo翻農甑e／とジ璽ン・ハートリー（恥掻蚤ね雌ey／は，共著影テレビを読

む爵（鳶齢漉多碧宏8酸露撫争2／の中で，コードについて籠潔に次のように説馨している、

厩。簸rδ至SC簸SS魏0麺段r農毒9猛sa磁Sy鍛9艶S，we熱ve碁e禦嬢OS盤Ow蓑（）wsゆsca獲馳

醒警罐zeδ呈援。盤e哀睡9愁董syste搬S，OrcO趣S．亙獄慶e6，畿1tss油漉st，acO慶澱yむeδe蝕磁

as　a　‘veぎt董C段ギ　Sεオ　G｛　S董暮欝S　（登霞y哉雌重墓灘〉　W董壼C｝｝　登｝ay　碁ε　‘0辮毒ぎ陀ε4　accor虚無墓　to　cert撮鷺

’｝董oy1z（）r｝t我y　ア驚」6s　（sy費t我響盤〉．T（）t盗圭s　very　t｝as1c｛垂e盤盤t量｛謹｝wε賢聖簸st　a6｛量t｝絶｛寂。亡t｝董at　t蓋e

S圭9登S嘘玉出CO凱夢rlse出eseta提議er嚢1琶S｛orco驚媛難語gt魏鵬鞍騒st饒so雛ewaゆeagre登δ

蹄0簸徽。資g曲膿e麟erso｛癒ec嘘蟹ε睡蕩癒囎撫tc磁eco灘難麟cates．（5勢

　アンドルー’エドガー（A擁rewεδgar／によるコードの定義‘‘A　s葱醸y搬g　coδe玉s　a　set嫉

Ct護t賢ya蕪y　reco墓簸玉seδr猛蓋es　t墾＆t暮猿量（墨e　t盤e奪義・ay量鼓琴町蟹玉C魏　3も｛｝xも盤盆y　t）e　re議｛墨、て童舞8C窃塵ε等尊墨蔓

δetα顛腱et翼e螢罐搬璽｛r鱗w較量蕊S量9盛。謹t睡tsca登焼se壷εctε6（Sεe欝欝繭篭盤〉農董羅t飴

盤aR簸er塗w較量。嚢seiεc歯e｛董銭費麺sc段数t｝£醗e農鷺1簸警重蓑籔yco澱を｝撫e召（seesy簸意趣響灘〉．”（13§〉は，さき

の説墾の建長線上で遽解することができる。要するに，コードとは，「テクストの謹み方を手引きす

る，文化的に認知された媛麹の集合」のことである。そして，我々は，文化的生産麹，蛙会的実践

及び舗度さえもヂテクスト」として「詫む」ことができる（丁欝総y8葺。

2．至．2．2．　コード概念の拡張

　コードの定義をさらに拡張して屠いることも可能である。浅発克彦は，「意陳形成のコードとイデ

オ滋ギー」をテーマとする一筋で，次のように述べている。

　CS［カルチュラル・スタディーズ1のコミュニケイション分析の核1心1ま，そこでの意瞭購成

のあ婆方を，その購造的基礎である善説の文化的コードに焦点を定めてとらえる点にあると

いってよいだろう。

　マス・コミュニケイション醗究グ）観点からすれば，このコードのありようが当然にも懇題と

なる。だがホールは，その構造垂こついて多くを説明してはいない。おそらくそれは，欝語に比

するなら．単語のように重罪1こ存在する事極を醒窮的に認知するレベルのコード，命題のよう

に事績の結合を搭写するレベルのコード，そして麹語のように車懸σ）あ参ようを構造的醍置に

おも｝て提示するレベルのコードなど，多騒的に存在するように思われる（携覚的メッセージの

コードにも購様の琴皆繕構造を見いだすことカ§できる〉。　（蓬2一逢3〉
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このように，コードの機念を敷衍して，重葬認識・解毅のための鮭会的に共有された演習的な準鍵

枠として機寵するものとして考えることもできる。

2．i．3．意瞭をめぐる銃争の場としてめマス・コミュエケーシ簸ン

2．藁．諺．i．雛つの読解コード

2．董．3．董．i．テクストの多意殊牲とコードの分類

　エンコーディングによ彗，メディア・テクストに優先的意稼（騨e琵琶e6難e餓鍛g／が付与される

とはいえ，記号として多意味牲（獅董yse搬y〉を有するテクストは，譲約を伴恥つつも，ある程度ま

で多様な意練に対して麗かれている。

　コードの分類・整運は，種々の領域・レベルの観点から薄籠である。ホールは，前掲譲文におい

て，ディコーディングの実践という規痩から，3つの仮議的なコーざあるいは盤覆工立場（艶sltl硲

を鑑定した。それらは，支醗的一ヘゲモニー的コード（位置），交渉（折衝〉的コード（位置／，難

航的コー罫（位置）の3つである。

2．i．唇．i．2．支配的鷹一ド

　支醗的…ヘゲモニー的コード（位置〉に関して，ホールは以下のように這べている。

丁数e簸rs嶺y獣短t重ca沁倉slt瞳lst膿。衰鼓eぬ愛顧麗動96鋤繍加S鋸醗W鼓e蹴姦evleweぎ

懐疑S出εCG糠・te曲ea離離幡，S＆y，atelev置sl・麟εwSC3st・ぎC暖rre獲a餐alrs鋤gr樋懲e

誠重a蕪s総量9猛，餓配ecoδest鼓e灘ssa霧el盤ter獄so｛t藪ere｛e欝cecO6e搬w敗短慮as

焼e盤e登C磁雑．we麺9盆s縛t難att爵v重ewer露0舞磁魏9飾編毳毳840翩翩魏‘04ε．丁猿S麦S

t難e羅磁一ty夢董Calc農Sε0｛‘夢e漉Ct孟ytr麟S欝are貧tCO懸贈呈Cat量厩一鍵aSCl倉SεaSweare

疑鼓e董y　tO　CO戦艦e　tO1t‘重Gr　a茎1茎》ract量ca董登載r事）｛）seぎ．（i3§〉

つまり．支醍的一ヘゲモ二一的コード（位置／にあっては，優先的意味を受け入れるディコーディ

ングが行なわれ．る“。

2．i．3．茎．3．交渉的コード

　次紅，交渉的コード（位謝について，ホールは以下のように記している。

丁艶s蹴綴P癒t1o簸wewo慮14e豊癒ylst醸。重旗e麗騨勉だ‘醜or身os量tl磁＿
更〉ecO｛薮嚢墓w鍾｝蓄1轟t盤e　附εgo言臨紹だ　びε欝鎗躍α》登t＆譲S盆驚圭xt琶ダe　o董a6斑》t量ve　a簸｛玉G欝茎X｝S墨t量0費躍

e璽ε灘e擁ts：lt　ac装糞ow茎e｛墨薯ぞs　t難e　le墓量t塗｝農cy（〉∫t量｝e簸e墓εr轟。鍾。δe轟譲t量。簸s童。登鷲建蔓e　t薮e　gra肇｝δ

S圭9磁C寂t融S紬str盆ct），w難産le，ata欝影erest勲磁，S量綴atめ鯉（sl漁翅〉levε豊，量鐡欲es

ltsOw貧g蹴藤rt玉璽es－lto登εr罐Sw麟exce§立雛stot撫r雌e．至セaCCGrδS出e麟v豊玉e募e6

費os重tlo撚ot嚢e由盤漁鷺t6e蝕lt魏SGずeve簸t斜翠麺蔓εreser幅gt艶r麟ttO懸麹ea騰re

毒　承一ルによる3つの仮誰的談解佳麗（コード）を要約するに礫して，8謎盆er2難の解説を参考にした。

達
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麗鱗茎at畷a麟lc設t沁魏tO‘ioc＆lco雌t織ぎ，to量tsow欝蜘ぞeω拶耀オ磯osl敏）簸s．（i37〉

すなわち，交渉的コー霞位置／は，ヘゲモニー的なものの正当性を叢象的には認めるけれども，特

定の纒購具体的な部分では，悶有の解綬を促す。ホールは，交渉的コードの縫として，インフレ蒐

騒のため賃金引き下げを要求するヘゲモニー的定義を大枠で認めながらも，職場では賃上げを求め

るストライキに進んで参撫する労働考を支醒するコードをあげている（欝7／。

2．夏．3．箋．嵯．　繋抗的コード

　さらに，辮航的コード　（位置〉については，ホーノレは次のように説響茎する。

F童舞3墾y，幾重s玉｝os§募董εf｛）r＆v重εwer嚢er蚕ec簸y　t｛｝襲麹《董ers重a登δt）ot難t嚢e簸ter＆茎a欝媛t｝≧ぞco董｝

麟＆t量vel曲ct融錘ve赫y認圭SCO慧rse擁ttG6ecO6ε曲贈ssa霧ε塗ag婦婚。醸r3ry

w3y．｝至e柚eδ働t溢量zes出e眠SS盆暮ε塗t艶脚｛erre纏C磁ε塗。醜rtGre織31三zεt養e

搬ess＆§8wlt蓑蟄so雛e藏ema童lve　fra搬εwor藪G｛re艶re猛。ε．丁撮s　ls癒e　c我s¢oず塩εv紛wα

職種雀0茎量ste簸s　to＆δe董｝ate　o盤t｝茎e簸ee醤to難難鍵w＆翌ζesむ慧t‘reaδぎeveギy灘ε糞t童〔｝簸。｛t難e渥夏至t董O簸侵重

量漉resゼ農s‘class塗teresゼ．Re柚e量so灘3戯g嘘舞嘘atwe灘stc＆1茎識砂愛纏ゴ。繍ε醜．

（蕊37－38／

要するに，繋統的コード（位置擁こおいては，読み手は優先的意練を遷解するが，それを拒絶し，そ

れとは反対の談みを行なう。

2淫急激　「意殊形成の政治達あるいはド言護における縫争」

　勿論，これら3つの立場慧，メディア・テクストのディコーディングに特籔的な3つの傾向性を，

分新上の§的のために仮構的に区分したものであサ，実蝶1こは離散的で不連続な立場ではない。そ

れ．らは，部分的に重複してお撃，また競合している。

　この点に関連して，本一ルは，‘て沁e磁嶺e鐙G鍵S墨g戯盤腺擬御難IC誕醗○盤ε蟄S．．．ls議e斡塗t

w盤e盤eve資ts黛r｝盛C董｝3re登0ぎ簸｝濃墨y　s重墓盗塁e6a欝惹6εCG｛墨eδ玉無a正雀e≦ζot譲te｛量way　t｝e露盤t｛｝t｝ε錘ver聖段簸

○欝OS重t魏alre歌δ塗9．｝｛αet舞e加醗lcso｛s19磁C我t量鋸一t簸est灘9墓1“擁ISC曜se一1slol鷺畷、”

（捻8／と述べている．しかし，「意味形成の政治」あるいは「言説における鶴争」が行なわれるのは，

交渉的位置と対航的位置の闘の境界線においてだけではない。ディコーディングの位権それ自体が，

またエンコーディング／ディコーディングを含むマス・メディアのコミュニケーシ欝ン過程全体が，

縫会的意味をめぐる統争の場として震えられるのである。

2．2．峡蚕メディアのコミュニケーシ蕊ン

2．2．重．エンコーディング／ディコーディング・モデルの応繕

　ホールのエンコーディング／デイコ軸心ディング・モデルは．テレビの叢説（特に，ニュースや時

事番纏〉に麗わって提示されたものであるが，修歪・発展によ鯵，種類の異なるテレビ・テクスト

や麹のメディアにも適環が可能であろう。デイヴィッド・モー夢一（董ねv羅M磁εy／は，このモデ
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ノレについて，“．．．9重vε登t墾ε熱量er寂ぎ。鮭圭をs（蓬d茎s〈：○嬢ぎsεro雛鐘鼓e翌y　o琵ere6by糞。縫（）鍛我茎texts、疑sti談疑y

ce継盤ga懸羅t短躯簸雄vlεW・重蹴G懸・re欝ぎ童V重至eg綴C媛a£ter（S〉，ltlSεlear弾倉SS瀬ε

t・t獄紳・Set藝e餓・δelt・t蟹ea貧a茎ySISO段銭edaSS量C譲re農至重Sttext慮ltS醸lv盆tlveSl資t盤ε

批tめ懸l　re譲懸．．．．芋冥2聾と達べているが，本論文では，当該モデルを映麟メディアのコミュニケー

ション（特に，そのテクストのディコーディング）の分析に応濡する。

2．2．2．験蚕テクストのエンコーディング

　験露憲藝作機襲が，技術的インフラ・生産関係・知識の枠緩み等に条件付けられて駿遜譲作（エン

コーディング）を行なう鰹，諸々の人的資源（騒人主体／が動最され，讐定の文化的寮一ドが参照

され，俵撰される。人的資源とは，キャスト及び監督・騨本・製作・撮影・音楽・美徳・纏集等に

関わるスタッフのことである。製で乍者サイドは，コードに準撫しつつ盤罫を解i釈し，自5の惹陳〈概i

念，イメージ，感構等〉を，記号内容（シニフィエ／として記号表環（シニフィアン／へと託妹さ

らに各々の記号を緩み会わせて複合的記号を生成させ，よ肇複雑な意味を持たせる。験薩メディア

σ）テクスト鰯搾には，通常観覧的記号（麟像，文字等／と聴覚的誕弩（せ馨ふ，効果音，音楽等／が

絹いられる。

2．2．3．曖醤テクストの流通とディコーディング

　エンコードされた験錘テクストは，シネフィルム，ビデオテープ，DVD等の梅質的媒体に桑って

流通し，薦場等σ）公共空聞や家庭等の私的空聞で視聴行動が行なわれる。撹聴環境がディコーディ

ングに及ぼす効集の難題は，本稿では考察の対象とはしない。また，駿画を字幕版・吹き替え版等

の翻訳版で視聴する場合には，翻訳や要約の影響の縫題が生じてくる．

　購綴・ジェンダー・人種・エスニシティ等の歓会的羅盤，政治的・宗教的帰霧等の文化的な志晦・

忠誠，及びその飽の数多くの要馨によ琴重贋的に決定された動態的なアイデンティティを有する主

体（行為体／は，状況のコンテクストの申で，嚢らの経験を持ち寄って，駿露テクストのディコー

ディングを行なう。エンコーディングから相対的に自律したディコーディングの遺程では，特定の

イデオロギー的コードに依髄しながら，シニフィアンからシニフィエが解読され，読み手蜷の意嫁

力鯵薄威され，生産され．る。

3．蓼司祭藁をめぐる諸開題

き．董．　　　　とその麟作者

3．蓋．蔓．駿画テクスト罫灘祭垂

3．董．i．茎．テクストの明示的・暗示的意味

　本論文では，分析・験討の対象となる験錘テクストとして，飼祭韮伊漉麟を取除上げる㍉

騎　誓講祭憲の嚢奉公麗鱒に発行された罫シネマスクエア・マガジン蓄§には，本醗癬（暮本藷字幕叛／について，

　「B啓Cフィルムズ製修／露里年〆蜜ギサス．■カラー、〆ヴィスタサイズ／ドルビーステレオ／i鱒縷鐙分／
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　この験画は，現代イギ夢スのサヴァプールを舞台にして，若い新任溝祭グレッグ・ピルキントン

（G艶g　Pl鍬塗gto麟が，聖職者仲鷺，教蘇畏，織盤の恋人などとの大閤聡孫の申で，主として儀輝

上の開題で癒纏観の葛藤や績神的苦篠を経験しながら，人生や自己についての認識を深めていく様

子を掻いている。しかし，これらのことは，むしろスト一華一に属することで，どちらかと言えば，

テクストの覇示的意糠である。

　それでは，エンコーディングの遺程で，調作者憾こよ琴込められた本テクストの含意（購示的意

味）は梅なのか。入興慰ま，整職者を含めて皆誘惑に弱く，簾冤を持ち，罪を猿しがちであるが，罪

を搭んで人を績まず，権互の憐れみと赦しこそ肝要であるというメッセージを，なるほどテクスト

から読み取ることはできる。しかし，人閣としての，少なくともキサスト教徒としての．愛と寛容

の訴えを読み取るだ諺の読解は，このメディア・テクストを饒文賑化して紬象乾し，その「政治的」

含意を過小評細しているようにも思える。

諺．i．玉．2．カト1ナック教撹覇と教会灘の反癒

　ここで，このテクストが，現代のカトリック教会を主たる舞台とし，その聖職者と儒徒の爵聾す

る諸周題を籔っていることの意蕪を闘わねばならない。療接的には露分」）解任のされ方に緩みを

持った老斑祭が，キサスト礫欝像を抱えて胃教館のガラス窓に突撃する醤頭近くの場面によってそ

の基調の一螺が決定される本瑛露では，カト夢ック教の信鐸・道徳・規律・教会機購等の一認に対

して深劾な鐸題提起がなされていると考えられる。これらの縫題提起は，ある立場から見れば，カ

ト婆ック教会の現体鰯に対する翫判とも受け取れる．鵜祭垂の「駿錘パンフレット」は，本駿爾1こ

対するカトサック教会鍵の籔癒を次のように紹介している。

1鱒5隼，全米でカト亨ック教会から強硬な撹議の声が上がった。ある…本のイギサス綬癬の公

開中箆を求めるカトびック連盟は，ボイコットのC欝をテレビで流し，メディアをも巻き込んだ

猛烈な反撥を起こした。そして，その運動はついに，ローマ法王が統議の声萌文を発表するに

までおよび，C翼翼やニューズウイークで特集が纏まれるなど，議1争の的になった。その結果．

醗給を握当したミラマックス被は全米の公覇を塁薄蔦蒙（イースター直前の金曜鋤から欝暮

に延難ずることを余儀なくされた。（ぎシネマスクエア・マガジン垂8）昏1

　　嚢本語字幕：纏／i縁藍子／贋彗乍1徳懸書店干彗。／醒給1セテラ」の記載（無署名）がある。蓼藩祭主の解晋蕎こ当たっ

　　ては，この罫躾露パンフレット」を参考にした．なお，実際の分新蝉象となる本駿蟹のテクストとしては，1＝1

　　本で膿叛されたOV王）叛飼祭遷を購い，あわせてアメリカで鐵譲された暮VD版P液材も参照した。また，

　　この硬露の講本：に饑してはシ朕3Cフィルムズの好奮iによ1ラ，籐本摂当のJl鎗獺y擁cGOve撒によるタイプ・

　　スクータプト（タイトルは“P盆醗ST”，露誓は2§．欝．§31のコピーを入手し，精叢iする機会を得た。勿論．饗本

　　家のタイプ・スクサプトと完成した験錘との矯には．台詞・場藪設定等の点で，異講が少なくないが．シナ

　　ワオの存在は，奉簸講の礫解，分新等において大いに瞬けとなった。さらに，実畢談罫講祭！も参蒸したが．

　　これは綬面革矯祭譲の鱗本を基縅したノベライゼーションであり，厳密に誘えば，原作θ）翻訳ではない。闘

　　書に聡しては．特にr訳者あとがき」／2繕一7韓を参考にした。

磁　弓i絹籔ヌ善は「解説」（8〉の中の一養警であるが芋　この雲嚢事に著名はない愚アメ1ナカ三選タ事の鬱々では，憂欝祭≦に

　　隣する康応縁必ずしもアメ1ヲカと韓様ではなかったようである。無署名鑓事“τ疑馨L至s雛ess毫’は．次のように

　　濾寵している。“茎｝r艶sギ，w姦曲wasc（灘透eπ猫e｛鷲）yc｛搬醗rva軽、融Ca撫（撰。鮮Ot畢s雛t｝紛馨S〔雄拠〔｝縫照懲ε
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3．箋．箋．3．問題提起のアジェンダ

　本験薩テクストにおけるカトリック教1こ対する問題提起のアジェンダの申で特に顕著なの1よ聖

職者の独身舞（c藤bacy／．同性愛（齢盤osex盗難y／，及び告解（co癒ess沁擁の穂跡の調度（特に，

灘祭によるその秘密厳守／の賜題である7》。また，告解の守穂義務に闘達して，倭徒によって行なわ

れている莞童露待（緩による性的震待／（c雛δa雛se／・近親癒姦（1登cest／の問題も取り上げられ

ている。こ醜らのうちで，聖職者の独身鰯．瞬性愛，性的虐待・近畿穣姦の縫題は，本質的に人間

のセクシュアリティと関係がある。

3．茎．2．麟作者働の批舞納意鐵

3．i．2．蓋．聖職者の独身麟の開題

　この硬嚢の輝本を執筆したジミー・マクガヴァーン（糞盤盤y麓cGovε盤〉は，自分嚢身がサヴァ

プールのカト婆ック教縫の家庭に生まれ，カト夢ックの学校で教育を受けて育った。彼は，理代に

あってもなおカト夢ック教会によって護持されている性にまつわる擬態依然とした揮狂的な態度や

教えに蝿して撰1毯的である。

　彼は，ぎアイ毛ナッシュ・タイムズ糞（万紹1露読7￥辮麗／紙のインタビューに旛えてラ‘｛丁魏rざsa簸

G簸gG墨R彎曲袋t賊盤盤eC麟。至重。醜rc簸ow出att盤ere｝sas鹸ta蓼eo｛yo霞gme簸e貧ter量嚢gt嚢e

倉r圭es毯・O曲ec撫se碑estsaギ磯・t盆ll。weδt・灘rry．”（Dwyer獅と謝，聖職都）独身講を艦

上に載せ，現代縫会におけるその意義について疑問を呈している。

酵．藁．2．2．岡性愛（者／の問題

　次に，舞性愛に絶するカトリック教会の教義（教遽〉について，マクガヴァーンは以下のように

遊べている。

董奪。藏ave＆w騰a鍵盤ey［t短Cat麟cC碁盤曲3c羅acco欝欝醸et懸一as茎。糞彗as

yoぜre醸t蝕e81S聯0盤alW段y，t融yo銭魚ck難重照b慰way、B簸tt磯ave騰a登…難e

Cat醸lc雄e伽gysayst盤3tt磯avεa欝欝募搬帥。盤Gsex醸rel癩。紬やlstollマe盤astate

・毎er灘蹴ts搬．Acas絵籍繊ose灘a蓋e盤co慧撫rc3麟e蚕orgl職，馳t1｛yG療εa夢ract重si簸9

簸。難osεx難1ぎOtギでe3s産醗er．丁難at　k量蟹き。衰｛きeology謎t鼓e　sa獄e　t量螢e段s　A王DS　was　swee癖簸9

t旋盤罐ose灘a蔓CO螢螢磁ltya撮CO搬難GRse簸ses31顧鑓O配β衰r雛e撒賊st量cktolt－lt｝S

舞sttoむ懸蕊．（09璽e24｝

ここでは，いまだに同性愛（行為）への禁忌の強いカト夢ック教における購性愛者への偏見と差震

が，りベラルで人道的な見地からは勿論のこと，現実的・実麟的な観点からも隠題にされ，獲覇さ

れている。

　（謹W｝鼓｝猛董｝ot熱ere善t｛｝S母e　t｝至e餐豊艶）　was．睡y　c合鍛tr我st，a｝玉雄薯e　s琶｛：｛：eSS圭轟t難e（）V｛｝r㌔華簸ε董搬墨終墓塗y　Cat｝並倉慧C

　盆e脚雛CQ｛茎ギel餓6，W睡re麹照seマe糞錐・CC蟄s縫recO猛醗e硬群ro搬t疑韓墨癖t総ase董瞳lve

　t勲t贈譲。｛a6懸。賎lt蜘t識警醸a鍍s廟ect』’

7／　これらの3点1こ関する補足約説総身こついては，論文本体の後に付した補譲（蕪遺Alを参照されたい。

8
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　地方，主役のグレッグを演じた躰優ライナス・ローチ（L鍛雛嚢oa蕊e／は，自分の役柄に聞して，

“nQoke誌ac擁雛t薮O慧鉾to董a難a簸w難ogrew瞭a綴re段至孟se曲e碑as薯＆y皺曲ec鐡Sεt薮e

W醸eo｛醜W蟹玉惚麟SOC量εty餓δt鼓e嬢繍ざS醜S綴to｛0豊海wlSS卸魏ぎ旋y，顧S量sba醤，

t短siss語，’t盤＆t蝕e｝s鼓aδt｛）rt灘a登6鼓羅e｛ro驚琵．丁箆aギst駄e翻3ge〈墨y．”（0錘e2逢〉　と語っている。

グレッグの悲麟は，自分奉疑窪愛考であるにもかかわらず，購性愛を悪であ警罪であると繕じてい

るところに発すると，窟一チは考えている。その意味では，瞬性愛に関するカト夢ック教の教遷の

責任は重大である。

　さらに，マクガヴァーンによれば，カト》ックの墾職に就く若者たち（の不足）の問題は，ある

点で懸盤愛の問題ともつながっている。彼は，‘‘Q慧lte　a｝ot　o｛議e　yo騰墓螢蛾w短δo旋co瓢e

麟εStS＆re奮段y一醸欝S轆轤aveC幟e醸a難曲寂veCO膿etGte撒Swlt簸，む銭t贈舞曲O

seεt難感r難。盤osex積al｛tyasso獄εk塾60｛a盤量ctlo簸．｝ア（董）wye薮3／と述べているが，もしそうだと

すれば，カトリック教（会／における瞬性愛（者〉への偏見と差響彗は，先述の観点からのみならず，

カトサック教会綴織の纏持・存続の見地からも，問題化され，是歪されなければならな雛だろう。

　この醗露を以ま二のようなコンテクストの中善こ位置健けることによって，先輩のマシュー・トーマ

ス（凝at撫ew　T難倉滋as／神父とグレッグが独身謎と岡健愛に聞して味わう纒人的苦難の縫会的意味

がよ箏明確轟こな箏，カト夢ック教の焼津・道徳等の中の問題点が一麟浮き彫琴となる。

3．茎．2．馨．告解及びその錘の問題

　篶解の秘跡の灘痩は，さらに微妙な問題である。告解とその守秘のテーマは，マクガヴァーンが

長らく暖めてきたものであるらしい（Pwyeri3／。カトリック教会法によ参，講祭は，告解のき祭に知っ

た告白内容に麗して，その秘密を厳守する重大な義務を負っている。祠祭邊においては，告解の守

穂義務は，いかなる場合にも遵守されねばならない絶対的真建であるとする形式主義的立場に，疑

念が投げかけら蕊ているようである。さらに，｝人の少女を牲的縷待から救うことすらできない告解

の舗痩霞体の意義が，今一度課われなければならないだろう。

　その鐘，カト婆ック教（会／における権威主義，形式主義，鶴善．肇職養の串縫主義等が，本譲

画では取塗上げられ，開題化されている。

　以上のように，現在のカト夢ック教のあ拳万に対する翫醤約諾要素が，この繰瞬テクストの意味

構造の中に織蓼込まれ．，亥彗印されている。

3．i．3．親方ト移ック教的働面

　しかしながら，この鞍懸が，カトリック教全体を否定するために趣作されたと考えるのは的外れ

であろう転

瞬　駿藤野奪祭嚢について，監督のアントニア・バードIA搬辞譲＆翫r講は．「私は人々を逆上させようと意験し

　たのではなく．議論を起こそうと考えて験薩を作った」と謡彗，主演のローチは，「寿ト撃ックの猿韓を否定・

　攻撃する鍍函ではない。ちゃんと験麺を見た入ならわかるはずだ」と述べているという。これは，実撰荒子
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3．玉．3、董．購本家鍔執筆態度

　マクガヴァーンは，自分とカト縫ック教との閣の単純に割り切ることのできない関係について，哩

we簸t　t｝聖rO嚢薯蝕t｝璽at　C奎換SS量C　t難墨盤寒㌃駅麩ε費yOぜrε農ギG慧簸｛墨至尊Or　i5，aS　t薮e　t嚢墨簸暮S　yO慧至ove経蔵重至yO慧r

C睡懇舞00｛董yo鞭t妓ぎ登tG6es奮｝至Sをwit難eveダy簸εrve量簸yo破r　t》Gδy．A麓鍾盆sダ。縫get　o茎｛襲ヨr　y（）琶CO盤e

旨3c麹to量ta総reallse議鍵癒ereweret離婚響so｛va麺ε出ere．｝ナ（Dwyeri3／と語っている。彼は，

懇春窮の璽に反銃難を逢え，子洪鋳代を通してそれまで大好きであったカト》ック教の教えやカト

縫ック的なものを全く軽蔑するようになり，さらに時を経るに及んで，カトサック教1こ蟹帰し，そ

こ1こ懸纏を見鐵すに至った。したがって，カト夢ック教に対する彼の姿勢，感精等は，ある程度ア

ンビヴァレントなものであるが，基本的には，被はカト髪ナック教に薄して，運解，愛着，震頼感等

を持ち合わせている。綾は，祠祭遮の謄本において，現代社会におけるカト婆ック教の信鐸の有効

性を検議し，確認しようとしているかのようにも覚える。

諺．茎．3．2．カト盲ナック教への敬愛

　カトサック教に対する愛や敬意を験画テクストから譲み取ることは，さほど灘難ではない。グレッ

グ，マシュー，エラトン（雛8r懸／の3人の脅祭の生き方と苦難1こ対する露情・共感や信徒たちの

多くに対する暖かく思いやウのあるまなざしは，テクストの中に明らかに存在する。特に，父親に

よるリサ（Lls麟への牲的馨待が露鎖する場面の掻き方は漉蒙に纏する。ここでは，》サの苦境に

関するグレッグの漢秘と神への辮鞍こ応えて，糠が奇跡の形でその恩寵を示したかのように読める．

これは，カトサックの落輝に対する最大級の賛辞であろう。

き．至．3．3．慈悲と憐れみの強講

　本験懸の強烈なまでに魂を揺さぶる終幕の場面につ雛て，マクガヴァーンは以下のように語って

いる。

あの鍛後の場懸にいるのは，自分を弄びとと思う司祭と，おぞましい傷を負わされた少女だ。彼

女は立ち上がむ，彼を赦す。これこそ最も気蕎い慈悲と憐れみであり，聖体拝領というものだ。

聖体拝領とは，裸で十字架にかけられ，傷つき，｛蓬を流し，死にかけている男の痛みを分かち

合うことなのだから。それは．人類共通の慈悲と憐れみなのだ。曙シネマスクエア・マガジン』

33轡

カト渉ックの教会堂の中で執今春なわれる聖体葬籟の穂麟において，繕徒の少女が「罪盛を狂した

司祭を赦すという構纒は，衝撃約ではあるけれども，カト》ックの精神に全く選ったものである。と

いうのは，ここでは，墾棒拝領」）秘跡に崇高な意練が与えられ，それによって「最も気高い慈悲と

憐れみ」が示され，繕者に対する神の恩寵が表わされているからである。これもまた，カト蕃穿ック

　「鍍整に立つ醗域宗教に籔繋をひき趨こした闘題作」1罫シネマスクエア・マガジン圭玉無i聾の登ページ中6）

　記述に縫っている。しかし，氏」）絹いた典撚と2人の発言の英語療文は不窮である．

9／引解藻分は，r騨本家ジミー・マクガヴァーン談　　鍋祭のことを書くのは私の使命だった薦と題する無

　署名記事（32－33／からのものであ琴，マクガヴァーンの発露σ〉講本諸訳の英語原文は不瞬である。
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の繕｛難こ対する敬愛の表現であろう。もっとも，偏見や差溺惑鱈などのためグレッグを赦せず矩発

した信者たちへの幾覇の含意も無続することはできまい。

3．i．婆．問題提起と登場人鵯の形象

　撰作者サイドは．エンコーディングの過程で，カトリック教という宗教に敬意を麹いてその大枠

や精神を擁象的に認めながら，その多くの鍵懸に対して問題提起を行ない，改革・是正を要求して

いる。その立場は，譲わばカトサック教（会／に対して交渉（擁動を試みる立場である。聖職者

の独身翻，購性愛ラ告解（の守穂義務〉等の験討課題は，験画テクストでは，グレッグを中心とす

る人々の身体・精神とそれらの闘の諸麗係によって表象される。講者は表裏一体の関係にある。こ

れらの問題群とそれらに瞬する改革の示駿は，グレッグたちの形象を懸りて窮めて，異体的に議得

力を持って表現できるし，地方，グレッグたちの経験する悲麟，若桜，偏見．差購の多くは，それ

らの課題群がなければ，そもそも成立し得ないものである。

3．2．多司祭遜とカト琴ック教が優勢な社会

3．2．茎．カト》ック教が優勢な社会における宗教的コードと立場

3．2．i．i．　力卜1ナック教のコード

　サヴァプーールは，歴史的にアイルランド系盤渓の多い都市であり，この都濃，あるいはその一部

では，宗教的にカトリック教が優勢な社会が彫戒されている隅。このようなコミュニティーにおい

て，宗教上支醗的（ヘゲモニー的〉なコードは，カトリック教のコードである。カトサック教は，2

千隼余拳の歴史を持つ高度に体系化・纏織化された宗教であ鯵，独特の麗饗観を有するが，それを

下支えする準鍵枠としてカトリック教のコードを想定することができる。このイデオロギー的コー

ド1こよる統譲は，信揮，道徳，規律，教会機構の設立・運営といった宗教的翻藏のみならず，繕考

の生活全般にまで及ぶ。このコードは，カトリック教会（カトサック教徒／の中1こ見られるが，特

にカト婆ック体麟涯のコードであって，教権，教会綴織が公式的導こ繕いるコードでもある。

簿．2．茎．2．反力ト1ナック教の立場

　権力のあるところには必ず反権力が存在する。そこで，．と記のコミュニティー内に，カト辞ック

教のコードに対して対抗的な立場，すなわち反カトサック教の立場を措定することができる。反カ

トサック教の立場は，カトサック教の立場に比較的系統的に反薄し，それとは対立する認識・解毅

を行なう。こ6）立場は，主としてカト婆ック教会（教徒／の外部に晃られる。

3．2．董．3．カト》ック教との交渉の立場

　さ嚇こ，当該コミュニティーにおいて，主としてカトリック教会（教徒／内及びカトサック教会

獅Stor響a麟C雛趣2総には，雛下のような叙遠が発られる。“丁艶蕨醸蓋一鞭st磁翻攀援羅a磁t疑westo｛
　　Sα｝t蔓a蕪｛圭　（夢a鈍重。継裂r玉y　L量マ愚r夢｛｝o重議瓶重G捻s馨倉w〉　鮭農マe姦我嬢量感st（｝rI｛〕a量董y、農簸｛圭re重a重盤t｛｝6段y．a毒st雛ctIマely

　　盆飆飆C識滅C瞭重ta募ε．Llマeゆ憾IS8r量tal簸TS曜yCat賊ICC養ゾ
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（教縫／内外の境算額域に，交渉的立場を認めることができる。この立場は，カトリッタ教との交渉

を行なう立場であ参，カト婆ック教の立場の正当性を大枠で紬象的1こは認めながらも，特定の翼体

的な状溌下では，原難こ対する交渉に基づいて，それ罎有の認識・解綬を行なうのである。

3．2．2．ぎ司祭墨テクストのエンコーディングとディコーディング

3．2．2．茎．テクストの優先的意味

　『認祭遜のテクストは，カトサック教との交渉の立場からエンコードされていると考えられる。そ

の際の支醗的（ヘゲモニー的／意選つま拳テクストの優先的慧瞭は，以上見てきたとお診であるが，

要約すれば，その枠緩みや精神を基本的には否定することなしに，カトリック教を現代社会に適嬉

させるため，敬意を払いつつ，重要な諸点で驚題提起（僕等彗〉を行ない，改革・是箆を訴えること

である，と言うことができるであろう。重要な諸点には，墾職考の独身麟，瞬性愛，告解（の守秘〉

が含まれ，地に，カトリック教（会／における形式主義，権威主義，鶴善，聖職者の鐡挺主義等を

換えることができる。これらの多くは，複数の具体的人物とそれらの人露幾係等によって表現され，

問題提起と改革の要求は，必ずしも明示的なものではない。琳

3．2．2．2．ディコーディングの立場

　今度は，絢祭叢のテクストをディコードするオーディエンス（読み手／の立場を考えてみよう。

カト蓼ック教に対する交渉の立場からエンコードされる遍程でテクストの意嫁構造の中に織塗込ま

れた優先的愚昧を．オーディエンスがおおむねそのまま受け入れる，すなわち優先的読み（読解／を

行なうのが支醗的（ヘゲモニー的／立場である。次に，難航的立場では，オーディエンスは優先的

意妹と矛鷹・対立する読解を行なう。賎に議窮したカト夢ック教のヨード及び狡カト婆ック教の立

場に鑓る主鉢は，本テクストのディコーディングに課しては，オーディエンスとして主にこの対抗

的立場に立つ可能性が蕎いと推灘される。なぜなら，カト夢ック教のコードに依擬する考は，この

テクストの優先的意味の中にカトサック教の現体籍を揺るがす不穏なものを見鐵すだろうからであ

り，また，漠カト婆ック教の立場はカトリック教欝体を否定する立場なので，この立場にある人々

は本テクストの優先的愚昧を妥協的で不充分なものとして拒絶するだろうからである．さらに，交

渉的立場では，オーーディエンスは優先的意味の藍当盤をおおよそ認めながら，部分的には独自の読

解を行なう。

　しかし，当然のことながら，すべての主体が「宗教的1こカト夢ック教が優勢な歓会」の成員であ

るわけではなく，またカトリック教のコードに通じているわけでもない。ぎ霧祭塞の駿画テクストを

オーディエンスがディコードする立場を，仮説的におよそ3つの傾病的立場に分類したとしても，実

鰹には，纒々の主体は，様々な社会的・叢説的紘置から蕊解行為を実践しているのである。

鐙　本稿におけるぎ司祭醒テクストの優先的意味は．詰み手である分観音（つま参筆者／の読解を経たものであ

　　り，筆者から霞律したものではない．結罵，厳密に言えば，それは藪説のひとつ紅選ぎない。なお，本論で

　　のガ司祭蚕の優先的意陳の導撫紅当たっては，讐に騨本家の執筆慧怒を璽観した。
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銭々塞ぎ司祭遜とそのオーディエンス

蓬．緯祭遜のオーディエンス

漿．茎．分蟹薄象と護i解パターン

4．箋．夏．分析魁象

淫．茎．董．i．分析対象の設定

　本誌文では，験懸の専離家（蔭究者，評詩家等／ではなく一般のオーディエンス，特にキサスト

教宗教震域の一般的オーディエンスが，飼祭董の礫醸テクストをどのよう1こ談むかを吟味・検証す

るために，インターネットのWWW上の情報を資料として利聚する。分析麟象としたのは，轡1界最

大級の麟薩データベースである丁隔／窺ε耀繍離θ言瘤1〉編融欝8（羅扮勢　内にある暖MDb総er

co驚撚e賊s｛orPrlest（欝§4／”エサア俵tt騨／／www．t激．1鵬δb．co艶／Co穣欝ε鑑sS蓑（｝w簿ii§88§及び

縫灘889護8／の中の2§紹隼2月膠嚢現在の鋳報である。このエリアには，1凝泌の無料登録ユー

ザーたちが鍍錘重霧祭墨につ鵠て執筆，投稿した撹評・論評が掲示されている。調査の結果，養鰻β毒

のUKサイトと葺SAサイトの当該エリアの内容は隅一であった。

婆、至．茎．2．分斬対象の詳総

　『韓祭毒に関するユーザ～・コメントは，金離で38鯛あ肇，すべて英語で書かれているが，その

内容・形式・文体等の点では様々であむ，コメント本文の分量も，韓語是らずのものから欝欝語余

毒のものまでまちまちである。各々のユーザー・コメントには，おおむねユーザー名，εメール・

アドレス，居住地ナ蒙付，要約が付記されているが，中には，ユーザー名，建メール・アドレス，あ

るいは居住地の記載のないものもある。居住地に関して，靉靆内訳を講べた結果，アメリカ器軽，

イギ｝ナス3擁，オーストラリア2醗，カナダ，フランス．鷺シア，フィンランド，ブラジル各々i携，

不瞬5擁であった。したがって，ユーザー・コメントのほとんどは，キリスト教圏．特にアメサカ

を中心とする英語縷からのものである。また，薮付については，最も疑いものがi鱒8隼難露6欝

付，最新のものが2馨毒3葎1得縫露付であった。ただし，居｛垂垂蚕及び執筆時鱗とコメントの読解類

陶との（あり得る〉横縫幾係1こ絶しては，考察対象とはしなかった。

　本誌文では，これらユーザー・コメントの読解擁を，験露祠祭墨というテクスト（あるいは零

説／についてのメタ・テクスト（あるいはメタ言説〉として，分榛・検討の対象にする。本文紅お

いてこれらの読解擁を指示する場合には，瞬データベースの“Co搬搬e継s鮫dex｛磁Pギ1εsド｝のセク

ション態tt騨／／www．駁1｛．1雛｛海．c魯搬／Co欝欝e髄s無4εx擁i矯縮§〉で各ユーザー・コメントに割蓼振ら

れている算絹数字の番号で以ってする（ただし，数字を毒括張＜＞で猛る／里馬また，分量・内容等

の麟から見て，本論での考察には値しないものとして，＜2＞，＜惑＞，＜鴛＞，＜鍛＞，＜25＞を検討

対象から除外した。よってケ吟味・検証に付する有効読解サンプルは，残塗の33擁である。

珍〉　瞬セクシ量ンから．各ユーザー・コメントの番号，要総，ユーザー名，彗｛寸の達点紀黙する憐…撮を叛き議し

　　一覧表化して，誰文本体の後に，参考種録（補遺鋤　として鬱げる。
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婆．茎．2．5種類の義解パターンの導鐵

　ホールの支醗的・交渉的・対航的立場の理論的粋緩みを，全読解サンプルに適稽し，分析・験討

を簾えた結果．次のような修正された還論釣替緩みを帰納的に導き鐵すことができる。

　まず，テクストの優先的意味をおおむね忠実に受け取る支醍的立場によって行なわれるテクスト

の謹みが優先的蕊解である。次に，支醗的立場に対立する難航的立場から行なわれるテクストの読

みが対統幻談解である。野司祭雲の硬醤テクストの場合，鰐抗的議解は2種類に大鷲できる。一方は，

蔑カト縫ック教的立場からなされる婦銃的読解であり，催方は，反力ト夢ック教的立場からなされ

る対統的読解であ瞬，これら2つの談解は，優先的読解を中心にして嬉極的佳麗にある。それ．に応

じて，交渉的読解も2大劉される。iつは，支離的立場と霧カトサック教的対航的立場を嬢介する交

渉的立場から行なわれる交渉的読解であ静，もう玉つは．支醗的立場と反カト婆ック教的対銃的立

場を媒介する交渉的立場からなされる交渉的議解である。ピーター・ブルッカー（Pe毛εrβroo短r／

は，‘盛rεa醗ぎOrv量ewεrw鼓。醸癒erstr識量塾t雄馨騨3躍茎yacce夢ts費orO辮osesa簸e簸C磁綴

艶ge盤。謳。獄e鍛譲9wlll　o脚r3tεwlt鼓塗w麺t疑al耗er穣sガ配墓otl雄eδcoδざ．”（罫齢と遠べて

いるが，ここでは，ブルッカーにならって，「交渉的」という講話の意練を，ホールのさきの定義よ

参i拡大して離籍ることにする。

　以下では，これら5種類の議解パターンを，実灘こ即しつつ，吟味・検証する。

墨．2．罫認祭垂読解瀦のテクスト分析

壊．2．i．優先的談解

蓬．2．i．茎．優先的義解の機酪

　優先的読解とは，オ軸心ディエンスがぎ司祭垂テクストの優先的意味を機略そのまま受け入れる読

みである。この議i解を行なっているのはケ具体的には＜5＞，＜ii＞，＜27＞，＜論＞，＜32＞，

＜34〉，＜3§＞であ馨，それらは読解瀦全体の38灘中7瀦（全体の2割弱／を占め，有効サンプル

33｛擁中では，その2割強に当たる。

蓬．2．藁．2．　＜縫＞，＜2マ＞，＜騰＞の読解

　＜ii＞，＜27＞，く鴛＞は，匿司祭郵こおけるカト婆ック教への開題提起のアジェンダを具体的に瞬

示し，テーマの所在を旛満している。

　．w蝕et｝藁eダy｛｝鞍＆9ぎee兀義唾t袈圭ts　sを＆費ce　or獄｝t，k膿6毒s　t｛｝t蝕e騰｛）v玉εfoでt雄｛量鷺慕＆撰e綾里（）r農（）｛

tO墾9賢S蓑も3εCtS　i至盆e簸。董纂（｝s倉x簸a至重ty，re重量薯玉（擾玉S墓遜嚢t，玉登CeSt　a貸4墾玄e（｝簸eaギt盤vS、簸｛e1鷺姦eave欝，

a癒喪a至1簸9W量t難議e嚢窪搬ar嬢羅e徽6醸e盤CO㈱ass醸ate盤a懸er＿晋．＜ii＞

　．F＆癒er　Gr｛壌Pl翼く盤gto叢．．、灘羅s短s　sex騒震or量e費t簾量Φ擁。（覆銀ct麺9w董t蓋｝擁sギe蓑9圭。慧s

至a量t難．丁盤e最r嚢ra圭ses賞豊裁縫y1ss琶εs，驚a装1糞g　t｝蓋e縫遡est量。賛。至cel圭む3cy〔｝嚢茎y　o簸e　o｛貸主a登y夢〔｝1簸ts．

難erelsalsO嚢yβocr量Sき7，農継0擁。搬，s簸a贈，露est．．．ltr灘st鼓e解離to｛e騰童醜S，

＜27＞
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甚々本二『溝祭垂とそのオーディエンス

丁撫is爵tl雛sta盤擁a痴雛穣gay麟est，識舞O竃玉塾t髄3tele盤e獲量SS膿e戯￥紘蕪董綴．夏ta茎sO

t＆c藪玉esセ蓋ε夢yot〉至e筋曳S＆SS（｝C童ate｛至w童t｝董a登y　圭簸st董t嚢t童。盤威　re藝9量｛）玉董　（至難C至毛濃重賞蓼　t｝紀　love一員＆te

rel＆t沁簸s麺茎》o｛1総aδ鼓をre畿s）；pa愚6題》銀玉愁l　C艦｝｛ess論戦継療co鐙遍e簸tね塗y　e龍．T｝鷲瞬ot

workswe暮，a賊t翼e匿Qre灘e麩沁難δt墾e贈s＆rebro琶蜘1捻wl塩s癒t夏ety．＜3春＞

　さらに，＜錘＞は，テーマの提示のされ方に関して，“R魯gar6艶ss磁yG蟹take　o貧撫els灘es，至

藤重盗yG悲＆vet餓曲lret盤att難ey農rεもe1鷺即rese簸t総，醸舞s蓑撚eδa碁醸，a総t紮e羅雛δoes

a錠xcel醜tj碕O至媛a舞曲9む。出t盤e脚継｛量ale盤鍵脚数鐡eSS磁出e鱗est沁連｝S量tralSεS，a撮t豊ε

i雛麟盆e，夢ers繊a玉茎簸糠re薩ltssto理．”と記している。＜葺＞は，馨題の諸主題が，グレッグ等の

生身の人聡たちが絡み合うストーサー展縫の中でこそ，異体盤を持って説得力豊かに表現できるこ

とを蕉確に遷解している。また，＜27＞は，“丁魏灘螢e賊sw玉籤a魏a櫨謹撰ex殺溢継εo鋒窃rg舞ε艶ss

a麟e鵬照t醇．”と述べッ最後の場癒における「赦しゴと「共感」の重要性に注目する。

套．2．董．3．＜5＞，＜32＞，＜35＞の義解

　＜5＞，＜32＞，＜蕊＞は，麗麗提起のアジェンダの諸項饗を，独身調・瞬性愛・告解の守秘等のよ

うには概念化していないが，隅題欝の存在を認識し，捲養している。ここでは，比較的異体的な鱗

として，く5＞の一部を瞬いてみよう。

丁短s驚ov量εs｝主Gws綾里εt鍵鵬ε簸t　o｛騨室ests　w鼠）wa盤to至ove麗6搬＆k2至ove玉茎ke“醸｝r艶3董”

無職餓わel簸彗S．玉搬至SO泌s段foc登so簸t難eco瞭＆61ct簸SOずt魏81旋．ぎat襲αGreglS

蟹e舞曲総嫁麟s極量簸｝se重量，w慰εF譲飴rM3甑ewlS農醗ee伽警一艶＆rt臨er3至，w譲1蓑募to

cre磁ec賢a慧gesl簸t捻C簸t遵rc暴．

引網の第i文は，聖職者の独身譲の問題点を，また第3文の羨半は，購性愛者への編箆と差甥を意

味していると考えられる。さらに，第3文の後半では，輝本家の意褻の一部を分有する難要な梶点

人物であるマシューの詩つ教会改革への志向が特筆されている。

畦．2．i．蓬．＜騒＞の議解

　＜34〉は，『講祭至の主入公グレッグを，‘‘ayO繊慧，雄ε雄st墨。衰○螢3盤C＆撫む至重cprlest塗縫wor麺賞募一

classL量vα欝毒la飛騰ぎIS』癒olss縫99懸gtoreco痴le熱IS嚢0撫oseXt壷a薮tyw藏難童sVGwo｛

c蕊肱cy．”と矯足し，特に同姓愛と独身麟の鷺題に着鬱している。＜鍵＞は，さらに燐み込んで，舞

性愛について1ま，‘‘Se互｛一a穣ぎ螢訟g　gay識δles極繊peo撰εw難。　grew囎雄山ε裟。盤a董玉C我撫畷c

C蓋醸rc藝w嚢董嚢藪e藍y盤簸｛玉t無墨s姦董簸騒se簸s至t至vεa賢｛量。＆r量琵葺1嚢髭s夢｛）r重r蒙ya璽（）｛雑嚢懲段魏s遡鐸er量簸9』アと述

べケ独身麟に関しては，“至t雑慮a　s嘗。登g　arg簸鐙e鍵ls獲麟e艶艶｛鍵蛮ε麟ol娠○費擁3cel鶏就e

ciergy．、、．簿と語サ，それぞれ岡性愛考の解放と独身麟の廃止の主張の含意を詰み取っている。ま

た，＜34＞では，‘‘丁撫sew熱w護媛GO盆簸Ocr矯cls螢擁t艶C恥鷺盤。｛艮。欝ew濃員艇騨l　at糠s

類搬．．．．”及び“As　f＆r＆s　t艶cO螢螢e蹴ary議飢t嬢s　！1殿ls観gote6ag厳重｝醜翫ε衰。鐙3登C譲鼓戚c

c瞬r趨，玉61sa響eew藝olε短arte綴y．．．』アと述べられておむ，カトリック教（会／の理状の一部に対

↑
『
3
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して，善意から建設的な撹覇的提言を行なうという本験蚕の交渉的立場が理解され，支持されてい

ることが分かる。

　優先的読解にあっては，総じて祠祭垂に対して好意が示され，腹懸としてのその懸纏が高く評

懸されている。

屡．2．2．親方卜辱ック教的薄航的読解

婆．2、2．麦．親方鑓ナック教的麟抗的読解の概略

　窺カト夢ック教的対航的読解は，オーディエンスが，綬カトサック教的立場から，『斑祭遷テクス

トの優先的意味を捲絶し，それとは反難の読みを行なう読解である。ここでの窺カトリック教的立

場とは，オーディエンスとテクストとの権互作繕によ参，オーディエンスの灘に仮構的に購築され

る立場をも含み，必ずしもオーディエンスがカト夢ック教健であることを意練しない。この読解を

行なっているのは，＜3＞，くi3＞，＜ig＞，＜鴉＞，＜29＞，＜33＞，＜38＞であ酵，全38擁中7纏（全

体の2割弱／を羨め，有効サンプル33舞中2割強に癒嘉する。

4．2．2．2．＜欝＞，＜欝＞，＜臆＞，＜29＞，＜38＞の談解

　く雄＞，く欝＞，＜臆＞，＜2§＞，＜38＞では，当該駿藤テクスト全般に対する苛立ち，嫌悪，礪笑

等が示され，激意を詩って優先的読み億味）が振否され，婦抗的議解が試みられている。

　最も長文で熱のこもったく器＞を中心に分析してみよう。＜鎗＞は，マシューを“sεaso琵eδtra貸s－

gressor”，グレッグを“ato薇織拶ocr量tゼと表現し，露分が矛農点・疑問点と晃徹す多くの簸勝を，

テクストの中1こ指摘する。例えば，グレッグとグレアム（Gra泌螢〉が鐙会ったばかりでお互いをよ

く知りもしないのに恋愛関係に隆っているかのようにほのめかす状溌設定の不自然さが開題にさ震

る。また，グレッグの遜性愛と独身の誓いへの違背について，＜2暮＞は，‘蟹煙alre麟y醸εw飴was

墓農y，aRδRee4e6toaα聯麟t，麟yr騰a極量麟鼓e麟8st盤00御＿W蓋yeve登墓。醸ot艶

夢rles翫ood習と題い，カト肇ック教会綴織（教権／灘の譲遷を篤いて，グレッグの擁祭としての資

格に疑問を呈している。ここでは，験函の中で示されている，聖職者たることへの神からの召命に

薄するグレッグの強い自覚・繋念は無規されている。霧様に，＜i3＞もまた，“W擁t1s麗ssoてalle透

匪les総置。もle難．琶εβlcks識6出ooses出e　vows艶ls　gO盈墓to績鋤016！と述べ，縫織の立場に

立って，特に独身の誓いの問題性を否定している。さらに，＜2§＞は，‘‘A綴昼lss礎re蕪ertot薮ε

C倉蜘麟tyG董t嚢ecO娩ss魏溢泌嵌e｛aceα｛sa蹴薯LIS＆｛r膿め慧seδGes盤鈴ewI翫盤量S

懸a舩s艶δrevel塗g沁もre欲鎗g　t艶。誠雛cy　r磁e．鴛と記し，グレッグによる欝解の守秘義務の墨

守と独身舗への違反との闘に矛麟を見鐵す。この意見は，＜欝＞とく雅〉にも共有されている。換え

て，＜騰＞では．終幕の場薩iについて，“丁簸e最灘e玉顧swlt難a旙毒。虚。疑s鞍se嫉1灘e蹴罎reδe登攀tめη

sce難沁t捻出灘蕊、”と述べられ，そこでの「救い」の感傷牲が愚弄され，その真鑑さが疑問に付

され．，共感が餐！否されている。＜ig＞も，“丁娩co簸。睡s勧農量s捻銭薯姦a雛y｝｝a4．”と藷参，この点1こつ

いて，瞬様の授！癒を示している。

一藩一



叢々木謬司祭蚕とそのオーディエンス

　結篇，＜騰＞は，『霧祭垂を“農r諭瞬倉鱒穫s瞼g．確磯slve配w艶at蟹e盤1登ずと矯達し，総体的に

次のような評懸を下している。

S童cke盤嚢9豊y　s灘a貰簸y，w玉t轟疑登3蓼矯ε譲盤9，鞭貧。（》叢v塗。塗箸d濃racters　a鍍δs麺t鍛t量。簸s，t董｝e｛嚢盤1s

＆1贈statex膨○魯嚢C簾se磁t蚕e｛orsa麺簸90ずCギa｛t，aεst醸童£S錐se，餓4玉oveξo痔騰a擁y雛

ねvOrO｛謹轍脚rCε雛ve，Se欝＆tle盆譲鎌C，v賞董禦ぎ，農麦vlSIVeexεrdSε塗重量むεr＆勧磯tlCS餓δ

懸盤cessarytro臨C量盤暮0盤aぎel量蜘簸w短曲玉sst豊里lrea玉短灘a登y夢e曜e酸亡魂髄r羅．

これは，テクストの優先的読み（意味／とは大きく異なる対銃的読みに基づいた，ほとんど全藤否

定に近いテクスト評懸である。＜欝＞，＜鯵＞，＜鈴＞，＜38〉も，本1湊露の懸絶評緬に臠して，極め

て辛辣で否定的である。

　特にカトサツク教に関わって，＜2奪＞は，“至tc雛1兇sa麺議at震O醗a登Ca鐵ol量cls雛蓋薦。εr訟搬

veでy　re3窒，（）護t盤0｛董ε6，（）重te箕Cr難く重e豆y　ye夢reSS董ve競ora量reStra圭貸室S，セ搬t　t鼓ε亙）（）S謹呈ve　aS夢εCtS　o｛t醜ε

rel墨蜘簸S｛重縫長磁S室9簸1嚢ca簸ce雄灘響登eo漉1登窟ewor羅，＆磁麗s盤撮δ量S＆vOwst蓋墨sa磁

1簸cltes登G雛leSSCO嬢欝versy．鈴と考えている。さらに，＜騰＞は，この験画を版vlclO賂gO碁O琵露

w錘。｝｛盤asac譲。耀ate｛量tr縛ectory，str譲的t塗tot魏ね£e磁C撮舞。至重ds鐙”と喰えている。これら

においては，本験遜に内在する霧カトリック教的な諸要素が無幸舞あるいは遍小評懸され，　この藝実麟

テクストのカト婆ック教に靖する交渉的立場が，鰐航的立場にす鯵替えられて解綬されている。

＜i3＞も，鍋祭郵ま，“a　st塗熱盤熱提重。繊磁t　o茎震撫廊磁童evalラ群act量£eS　G｛塩e　Ca癒磯。嶺撚cy

あるいは“農s驚）er－sec膿3r搬Gv艶塗6tistry登｛爲を遭難慧τ糞藝塗霧to袋縫t紮鎗奮sダe鰻g麺慧s1’であると違

べ，＜器＞も，『溝祭垂について，‘丁箆s　tlreso穣e醸0毎ro§＆93麟譲S　S｛rlctly玄or撫OS瓢癒。　ll短

t蓋ε量r（重ra登董呂w重縫董。盤ε一登ote夢reδ重。3と｝圭董至ty　a登｛董段農6　［s量。窪　a響熱ぎ1簸9蝕至t（）｛a董麗量一Cat鼓｛｝墾。む董奪Otry　to

むoot．”と藪寇している．これらの読解擁の本駿遜への強い否定的評癒は歩それらがこの駿瞬を反カ

トサック教的あるいは反宗教的と髭徹していることと深く幾保しているであろう。

　また，＜欝＞は，r霧祭雪の麟作者翻の舗作態度を，“出e量r　lo｛ty，1難語eclllcal亜y　seδ癒G縫s，盤照tlcal茎y

P．C．鐙雛Gac鍵と呼び，いわ櫛る「政治的公正黒反差驚」（御1癒。雄correct盤εss／の立場に嫌悪感

を顕わにする。r講祭舞こ関して，畷tcO磁夢art搬e醗allzes響。麟eo盤t睡碁as量SG｛癒編r捷茎1繧s，w媛蕊

ls奮ot譲y　re蟹畿錐s灘le．野と記されているところがら見て，く騰＞は，本験懸の「致治的に公正な」

立場の覆迷・偏狭性と発微されるものが，麟って一部の人々（特1こ，カトリック教徒／を差幾する

結果を招いていると考えているようである。「政治的公豊」あるい1まその見せかけに対する侮蔑感

は，＜鷺＞と＜2§＞でも表瞬されている。

　飽に注聾すべきは，〈欝＞が，“．．．W簸at語ec醗6m樋εs艶rs霞継盤翫ecO鍛ξessl綴alwa雛沁t登

cO癒総sめR　a撮was議erefore龍ot　co懸6繰tl＆1．”と達べ，告解の秘密厳守1こ関する問題提起を無効

化しようとしている点であろう。しかし，問題となっているのはササのヂ告解」であって，父霧の

それではな雛。

蓬．2．2．駐．＜3＞の読解

　＜3〉では，蔚掲の一群の対流的読解とは異な讐，敵意があま塗感じられず，むしろ冷静に，時に

η
直

董
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冷笑的に論評が展麗されるが，その読解の内実は，おおむね対航的である。＜3＞は謹司祭雲の好演，

薯意．及び最後σ）場面の感動牲を認めばするものの，飽の数多く0）点について，疑義を呈し鼓舞的

見解を示している．ここでは，少数σ）点6）み紹介する。

　まず，く3＞は，“it7str総，総F＆議er縫a撫琶w　lslcl　says，癒at　t疑獄le　O｛cel癒acyIS盈餅盤＆6e・”

と言い，聖職者の独身凝は神が定めたものではなく人聞が作ったものであることを認めるが，“B畿，

wel董、簸○む06ylstwlst輪9離yo灘ざS農r盤a猟墨｛Oyc瞬gt舞e凱to募εC軽無ε農鐸Iest』’とで寸け換え・人は

自発的に独身の誓いを立てて司祭になるのだから聖職者の独身の羅度それ霞俸に欠臨はないとする

力卜縫ック教会綾織の鍵の欝ジッタを擁護する。この論法は，さきのく13〉とく鱒〉が震いたもの

と講じである。また，カト肇ック教権の指導部に好意的な立場に立って，“亙t　wo羅6　絵ve睡e魏

搬敏εs懸gt磁鯉S・盤獅糞磁躍GS蜘贈｛at玉t難醸yw難曲露S。贈慧登越ersta鱗茎壌麟S徽e

瞳農1欝．鱒と記し，駕教等」）描き方に不満を呈している。告解の開題に麗して1よ＜3＞は特1こ亨サの父

幾の「釜解」を取馨上げてッ“ks麹Ot　a　c◎蜜esslo嚢，lt』a　sc緩δ譲暮a登6叢議re＆t』r簸ere｛orejt　ls

聖蹴．虚無re．泌麒麟y　secゼecy、”と遊べ，司祭1こ課せられている器解の守秘の開題牲を認めること

を繧達する自だがこの馨懸は，＜欝＞の場合と無様，議…藏のすり替えである。さらに，カトサック教

における購性愛への備晃・差窮の論点1こついては，＜3〉は完全に沈黙を守っている。

護．2．2・虚．く3窪＞の議解

　＜33＞は，綬力トワック教的瞬統的讃解を費なう講解サンプル群の中にあって，姦立した特異な

蓉嚢両替三を示している。この読解夢潅ま，講じく霧カト1穿ック教的立場に擁参ながら，健とは全く異なっ

たテクスト解職を生み籍している。

　この硬函に好意を持ち，その懸纏を轟く評癒しながら，〈33＞は以下のように論じる。

Aw。漉r櫨ys嚢・t、懸stα継董yt・雄t3重e・｛t艶室数yst鰐・超（｝ぜsgrace憂欝t墾醸・灘a登

C麟磁rε睡搬．丁鼓e融te縫s3ta茎御｛Ggざsgrace，t蚕e｛a臨難y・｛a臨鞍搬騰a磁t翼e

ξac毛t舞a漁搬撚sa鷺鷺碗瞬・vy［S圭clt・t魏1豆殿αWO癩費9SO｛t簸eδ1犠e，醸t駿齢S＄

w（｝r麺論gsaギe＆玉照ys搬3cc・ぬ贈w藏亡簸縫を紬1郷Gκ臨st・

ここでは，駿画テクスト中の「奇跡」や敏し」及びカトリック教に関するその難」）肯定的麟懇が

遜大評懸され，テクスト全｛奉が，カトリックσ）棒の恩寵の物語として領有＝転震（＆璽恥欝βr訟t給癖さ

れている。この読解携は，テクストが麟乍された擦のカト1ナック教への交渉的立場を観カト婆ック

教的立場に置き換え，テクスト内のカト》ック教への翫麟的要素を無規し，力籍ナック教に絶する

改革・是正の問題提起を無効化している。つま塗，＜33＞は，毒軽乍者サイドの意露すなオ）ちテクスト

に埋め込まれた優先的意味の躯要な部分に鱈立する，もの慧かではあるが瀬織な対抗的翫解なので

ある。ここにあっては，　　　iの験爾テクストは，専らキ1フスト教の信鐸を擁護・強駕するための

糞として使われているかのようだ。これは，…種」）テクストの意練の私物秘であ貌飽の藪的への

テクストの転絹で“ある。

要約すれば，霧カト婆ック教的難航的読解にあっては，少数の纒外を除いて，おおむねぎ司祭塁こ

…亙8
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隣して敵意が示され，その癒纏への評懸は否定的である。また，その読解擁の多くには，覚撮性が

見られる。

嘆．2．3．義カト1タック教的交渉的義解

蓬．2．3。i．親方ト1メック教的交渉的読解の概酪

　幾カト》ック教的交渉的請解は，支配的立場と霧カト｝ヌック教的対’魏的立場を媒介する交渉的立

場からなされる読みであ馨，優先的競解と続カト摩ック教的対貌的護解とを媒介するものである。こ

こで覆う親カトサック教的とは，仮購的なものも含み，また根対的な覆念である（4．2．2．玉、参照／。優

先的読解と霧カトリック教的対貌的読解の縫では，テクストの意味をめぐる綱引きが演じられてい

るが，この霧カトリック教的交渉的議解にあっては，テクスト0）優先的意味と対貌的意瞭とが，交

渉（折衝〉を遷してせめぎ合う。この謎解を行なっているのは，ぐi＞，＜4＞，＜7＞，ぐS＞，＜§＞，

＜欝＞，＜騰＞，＜22＞，〈器＞，＜蟄〉，く2§＞，＜28＞，＜鍵〉，＜総＞であ彗，全33講中艮纏（全

体の4害彗弱〉を占め，有効夢彗33｛残中護憲彗強に当たる。

　霧カト婆ック教的交渉的謎解に分類される読解倒は，多様牲に富んでいるが，談窮の痩宣が）ため，

ここでは幾つかの共通点のあるグル～プに分けて議論を進めることにする。

塵．2．3．2．＜i＞，＜§〉，く22＞の読解

　まず，＜｝〉，＜警＞，＜22＞は，テクストの優先的意味を大枠で認めながら，部分的紅独自の読みを

実践している。

　〈i＞は，罫司祭雲に対する鑑賞懇痩に幾わって，“To　rε讃y鋤翼ec磁εt蝕ls　r轟繊麗．⑪懸醸s鱒

飴vebee糞垂t翼錦os癒。諺（籏緯総for盤ε鰍痛護tt艶贈購r量es3rε嶺erむ／o｛睡1エ｝9訪e醸

Systε灘a簸d＆隷窪stlt簸t童醗a磁al茎翫es贈至重s食費曲e玉茎S＆撮厳醸S識響tl搬滋藤麹癖tc頭C雄y

職welcor縫沁藪餓6Cむ董鞠欝醸s磁．”と述べている。ここにおいては，カト1タック教に愛や敬意を措い

てその大枠や精神を独象的に認めながらも，その多くの翻霞に問題堤起を行なうという，この験露

のカトリック教への交渉的立場の微妙さが正確に理解されている．その一とで，＜i＞は，“丁魏疑露

盤a蒐滞1簸t養e茎〉重（｝t1s　t鼓at　t嚢｛i｝re圭S臆｛｝se＆董〔〉嚢t難をCO縫至をSS圭G蕪農董蟻壁竃e簸or豊e　c（！｝登董esseS　O登ese廷t｝董e　v圭C重三r糞

ra出er出離騰ecrl簸癒3誕、”と書き，（自分流の／技術的法解毅の観点から，本験懸で提起されてい

る告解の守秘義務の問題性を否定する。駿画テクスト全体に凝する評懸も，“欝欝聡§髄t｛総cl照t－

1董篤農灘盤バとアンビヴァレントである。

　〈9〉はケこの験画の中に曜一の誤りがあるとして，‘喰ひ懲継C脱輪1賛s§el建v総出確，盆ter＆

夢αso簸至s錘v磁曲SGl裟量。鍛，t難e麟estls謹owe6tos欝e詑縦aも醸w醸熱as髄a難ε登e虚（｝t娩

鍔滋．”と記し，〈i〉とやや異なった観点から，告辮の守秘義務に麗する開題握起に疑闘をさしはさ

む。　しかし，＜§＞は，“髭［t難εm給t濃｛e璽soで主◎｛δe艶麗s　t藝e欝欝夢osεl　a強暴t鮭εt襲y灘。護難e慕〔）es

縫｝rc｝観客舞．、．．盲’としなカ§らもラ　‘㌧．．謹yO雛　1暮登orぞ　t舞a童　1爽tlε　p段貫．．．t簸e灘　t藝｛…互譲ov玉（∋量s　＆藝s《蝿tit至y

lslcl堕a即譲ce撮』’と結論付けている。

　また，＜22＞は，本験画を‘‘a6ζa鑓aw短clm費rov磁es奮1給嚢ψt膿a貸雛ηむero｛lss難s”と撰定し

一驚一
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つつ，“Pr磁e賂st鐡顛簸9｛rO盤纏￥slca童v．S．IS擬S緯熱al鷺磁erslS［slclc・短δere撰慧

。Pギlesゼ．”と遊べ．鍋祭潟こおける瞬と霊の相克の鷺題に注聾している。＜愛〉は，全体的に好意的

で，麟1滋そのものを“A盤OstabsOrむ魏奮蹴轟。薮al至e登g塗募夢rese螢at玉。簸”と高く評慰している。

凄．2．馨．3．＜凄＞，＜7＞，＜8＞，く藩〉，＜露〉，〈28〉，＜戯＞，＜舗＞の談解

　次£，＜蓬＞，＜7＞，＜S〉，＜欝＞，＜2§＞，＜器＞，＜縫＞，＜講＞から成るグループは，ぎ司祭遜に

おける人間懸人の内面性・糖坤牲を重視する傾向が強く，信鐸（心／，鍮蓬性，道徳等の灘嚢1こ顕著

な開心を示している。その反掻，これらの読解纒は，社会的・麟痩的な要素にあま琴注目せず，力

博ック教（会／の改革・是歪を志請しない。

塗．2、諺．3．豊．　く婆＞，＜7＞うく器＞の読解

　さきの一群の中で，＜4＞，＜7＞，＜2§＞は，愛や赦しの意義を強請している点で共選盤を有してい

るe

　＜4＞は，堅頭で，野零祭嚢を“v縦y　bεa琶痘撮a磁＆lso餌ovo餓tlve最盛論○縫t擁癒磁耀出，

麺馨量ve醗ss繊雛tolε賑盤。ゼと矯定する。〈7＞も，“丁蓋量s　is＆脚wεr｛越報賞集麟。濃｛3量癒。酷rlty

a蕪搬鋸t　oず謹，飾r褻ve鍵ss．”と，ほぼ講様である。続いて，＜護〉は，“↑麓醗鷺ls　a脚wg鍾綴

st磁y捻（顯t　rellglO費3舞6灘鍛y　ways　tO塗鍵r騨et＆擁。む鍔lts　o躍εrs、”と遽べてラテクスト解萩

の宗教的枠縛みを設定し，さらに硫丁娩盤樋費夢磁搬量s議袋t簸。勲灘3短s夢t罷e短goむ｛き3擁w重出G磁

鐡y飴wsa磁everyo配sl漏，麟εsts重oo．＋亨として，溝祭を含めたすべての人聞の可謬性，罪深さを

叢要観する。したがって，“丁魏照鍔艦研搬搬δ磁董鷲ss1so鰓脚。雛ε盤畿e轟1撮δε雄swlt鼠＿’サとさ

れ，結局，“、．．t舞e夢倉werG蜘ve，短glve難εSS，a擁t慶ra簸cearet旋盤寂量酸舞e贈sO｛癒e盤撚…甲野

と結論付けられ，本験画における愛や赦しの最重要性が確認され，強請されている。

　＜26〉もまた，“Ast艶　猫vle登（）酸sO盛，wをaギe311sl獄ers，S幡e餓Gζet盤鍛Ot難eでS，む瓶

co童漉sslo登臨1鞭s　ye簸｝lss醸議綴鱗簸ot　alw農》・s雛甑s欝e重擁e』アと記して，人聞の罪深さや赦し

に注凝し，さ嚇こ‘‘雛εr8s＆iotO｛IG、7e鍛飯S霞醸，離離t藏轍縦telys欝es欝r．Gr瞭＆磁

ever、・磁εw恥w＆t磁es遍st鍛膿lls．鱒と遊べて．この験露テクストを読む上での愛の重要性を主張

している。また，＜照＞は，カト婆ック教に対する本験爵の姿勢について，“S幟e　saw麗sお徽

a費麺一Cat盤○茎蓋。轟至難｝，赴｝雛t　t｝生εscr玉茎）t　c豊ε寂y玉y6孟stl鍛9琶室s翼εs　t絶t等翠ee霞6至s夢農rag量嚢g　t鮭εC段t難｛｝至重。ぎε雛墓量｛）費

a鷺（玉。酸蝕簸y輝rlt1C謡C麟藤CSw難・Sεe盤1鍛㈱謙εOξ‘醸三筋gt娩S盈糠1・犠g出εS塗費er∵’

と考える。ここでは，愛の意義が確認されつつ，本験癖を反カト蓼ック教的だとする見方が否定さ

れている。

　このグループの続解は，『舞祭主に対して好意的であ箏，その懸纏を高く評慰している。

壕．2．書．諺．2．く8＞，＜欝＞，＜盤＞，＜3i＞，＜灘＞の読解

　＜8＞，＜欝＞，＜28＞は，信韓の問題を中心に据えて罰舞祭主を論じている登

　＜8＞は，“τ臨盤麟swo懸w＆tc嶽釣畿塗絵seもε欝欝3re盤。焼。醸窒e盤墓e曲yt盤ε鋤ra1

1ss雛sltralses，総蟹。認lyl乏y飢餓艶C＆t海鹿』｝と述べて，この敏薩が讐1こカトリック教徒の道徳

§
ウ
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的無題を提起していることを認識しつつ，i襲露の中で欝及される“cαt樋魏yQ｛vむ。畿t沁麹”を，幾つ

カ》のテーマのうちのひとつであるとしても＞る。進んで〈8＞は亨“Asso鵬eO實ε貸r農y孟簸gt魯轟ε倉｛

servlce胎鰹L磁（餓燈3ギfr織障艶ct醗ys麟一H磁濃曲課traya茎Qぞt艶鉱we齢搬生
塗出g　s勧ry　l搬ε総s重塗暮、’うと語参，本験懸の中の不完全で覆疵ある入閣縁を，自分の信輝心と結び

付けようとする。さらに＜8＞は，次のように記している。

丁短s｛慧瓢ls翼OT3盤擁醸ct餓e凱。｛議eC3旗。至宝。　c簸嘗。益or　A至30UT農熱欝osεXt麟欝r量est．琶

yo縫see　t｝鷺w（）r玉｛量至重玉＆肇31a｛激〆w謹亡琶way，t麹e鍛t難童S罎董簑ls　NOT　f（）r　yO嚢．至｛yo竣，豊麗》weveギ，sεを

1之sgrεys（Orot魏rco重倉ギs〉繊（至ilvey灘鞭e重oc駿s8嵌灘董G畷Or鍾｝苫Ot董aretry瞭t曲ε

O｛servlceto臨盆，t聾磁戯S鵬v重e搬y碁eo｛1蜜eres重t貿鎌這．

ここで，＜8＞は，この駿函のカトサック教（会／に対する微妙な交渉的姓烙をある程度摺握しなが

らも，人聞の内嚢1こ沈潜し，真摯な信無考にとって本醗醸が持つ意義を示唆している。

　＜1§＞は，＜8＞と講様紅精神姓を蕪擬して，ぎ雛祭垂を“農t磁sε擁盤3盤st（｝理t鎗t醜vO短es蟹（）緯ε

O鐸a強，W量t熱雛s融鷺嬢擁響C睡1s撫醸y醗紬y勧醇εISε｝sr樋蓉醸望，｛（）rt醸灘雄εビとする。こ

こでは，宗教それ雑体に賭して本験露が竣撃牲を暮しているという冤解が否定さ就，信麟（者／の

問題が焦点化されているむこの験獲1がカト1ナック教を攻撃するものではないと主張する点では，

〈鍵＞も濤意見で諏あるG

　＜28＞は，郵司祭遜について，“．．．lt騰慮es盤e　re撫ct聯。簸醗y　Ow簸r鍾atlo簸s嬢碧w疑盤G（療撒4

盤y　r藤錘○ガ｝と述べ，｛謝畢宗教の跨題に注目する。その．虻で，＜鰺〉は焦点を絞陰，電ve謡｛yOtゼ艶

簸ot慕最y，t盤ls盤Ov茎e　S墓）e段茎《s感量reCt玉y　to　al董。｛銭s髻華｝聖OSεt汽玉e　Se鍾轟aS毫》eε欝（｛）r　IS〉1簸曇妻ギeC意C（叢生擁蔓Ct

磁1εa鷺eδa撮trt麟綴もel絃s』苧と語吟，この鞍懸を，カト夢ック教と瞬巻髪に漿らず，露分の宗

教（鶴舞1）と霞己の本姓との矛暦・葛藤を譲ったものとして意糠付け，評嚢1している。

　〈36＞も，この立場に透く，本験画を‘懐夢ers創黙至我疵lt盤○麺g賊p欝vo麺鋒霧acc（羅凱。｛繊e盤＆ぜs

s老懸離玉e　atte搬夢t塗g　tOむ雄諭ce鮭ls　Ow登｛a童戯＆gal総t　w紘t疑k登Ows　to蝕εt魏tr謹バと表現し

ている。この場合，携えば，‘版s　o駿豆誠バとは講性愛に厳しいカト婆ック教の燈繹（教義／のこ

とであ琴，“w姦at葺d螢ows鯨　｝e議e甘酸ゼとはグレッグが講祭たることを神が欲していることで

あろう。ただし，＜3§＞は，この験麹に駕して，“．．．1童6艇s董紛t醗cess麟lyo轟er農謡tl蛭act鍵y

solt療。雛。　t海轡εst沁翌聡lt　rals磁．”と付け簾えて，多少の不満を漏らしている。

　これらの読解｛秀もまた歯おおよそ『擁祭講に好意的であ彗，そσ）懸麺評懸は高い。

謹急3風　く焉＞，＜23〉，＜24＞紛議解

　さきの2つのグループ（4．2．3．2．及び淫．2．3．3．参購のいずれにも凝さない読解擁がく篶＞，

＜23＞，＜24＞である。

　＜玉5〉重まう　“玉t｝嚢蕪豊｛t魏e螢｛》v茎εls　a　story　o｛熱鷺搬盆論xe簸。夢｝董｛》も塞段，夢ε⊂）玉》茎ざs登凄r農登｛｝至6r｛｝ε｛ct量｛｝葺t（）

sO欝8甑轟薯t短y60雛鍵ca至貴∫磁y繊曲rst訟6．野と遠べ，この硬露は，蕪分がよく遅解できない

ものに対する人聞の嬢悪・恐擁・繕悪についてのものだとする．換言すればラ分からないものへの

偏見・差懸こそが本験函のテーマということになる．分からないものの中には，当然瞬鍾愛が含ま

i？
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れるであろう。＜欝＞は，この醗露全体については，“董1轍e1t　ove撒ll．．、、聾と好意的だが，マシュー

と家数嬬マサア（M鍵絵／との関係に麗してはナ“．．、睡s難ar詫aレst鐸er趨3t沁簸s熱夢was農もetraya璽

磁蛮εt灘st出at鰻sp凝捻継継acε6無露盤．磐と語るなど，幾つかの点で苦言を呈してもいる。

　＜23＞は，ぎ司祭遜について，“、、．癒e髄0薩e語OwS3募0磁re群esε就atlO登○ξ旗e　sOt董1α｛＆

麺灘s繧藤織・額oO麹室瞭鹸G磁1盤麟蜘簸t醸see黙tos嚢脇露盤』う及び“＿1極熱agoo羅

艶をssa霧e、es至把dal茎y｛org簾yC鮭r1stla簑s．”と翫丑し，梶野を特に瞬讐三愛者のキ婆スト教徒に駿達して，

この鞍画を高く評慰する。

　＜鍵＞は，この駿1璽について，“．．．騰lsa螢鋲tlo琶s（attl盤εsove擁ya難瞑tlo妓s／｛e翫t薫re　kee夢s

寝鈴麟∫t贈a黙re蛮澱t，亜鞭wel農量tyl溢姫鱒秘S，登。・費el量vεsl濾v＆C灘灘・挿及び“…t蝕IS懸

量saWG簸｛塁eダ｛載至a盤r艶＆t圭（｝資G｛o登ε登簸〈量e貸室我b茎eξact－Pr童estsare〔〉登董y熱幾搬3董窪』7と語讐，本建晃画力玉

ら，司祭といえども人懸であ肇，飽の人々と同様，人聞としての弱さを持っているという聖職者の

大鷺牲1こ関するメッセージを読み鞭っている。さらに，＜24＞は，自分のコメントを‘‘K2e夢丁盤e

Faltかと要約し，グレッグやマシューに対して好意的であ穆．験轡全体ぴ）諄懸も高い。

　以上のように，繰カト弓ック教的交渉的読解においては，少数の鯛外的事舗を除いて，おおかた

多司祭薫に鰐して好意が示され，その懸纏への評懸慧肯定的である。

墨．2．4．反力卜1ナック教的購読的読解

壌．2．盈．至．反力替ナック教的鰐銃的議解の概酪

　反力ト縫ック教的対銃的蕊解は，オーディエンスが，反カトサック教的立場から，『講祭垂テクス

トの優先的愚昧を矩蒼し，それとは対立する読みを行なう談解である。ここでの反カトサック教的

立場とは，仮設的なものをも含み，綾カト婆ック教的立場と比較して，樽対魏に反カトリック教的

という意蘇である。したがって，実際には，この反カト夢ック教約立場には，葬カト縫ック教的（あ

るいは，広く葬宗教的／な立場が含まれる。この読解を行なっているのは，〈鮭＞，＜灘＞，＜37＞で

あ拳，全38蟹中3衝（全体のi割弱／を占め，有効サンプル33携帯i割近くに楊遇する。

嘆・2．違．2．＜錘〉の義解

　d4＞は，y司祭薫について，“玉s？rlest7a蕪℃a畿。翫1頻童s殿ess3ge～τ○謎exte凱，巽s’丁娩

Cat翻lc冨slclC睡密s綾瀬ε1戯9，膿胸gr琶ss茎ve，贈曲val面ct癒esayeb懸蝉t・t慮

麺re、．、．”と白鷺嶽答し，毒畦鐸者サイドのカトリック教への交渉的立場をかなむ歪確に馨解してい

る。しかし，グレッグ，マシュー等への共感・同椿を捲否し，‘‘無｛31盤ess．‘Pr圭est｝60esもrl茎壌。琶t

t墾磯y夢・cr！sy麟紬夢ギlests．asw謹＆st翼e欝IS藝．N。稔・嚢yc・贈s罐S麟海鹿re，添t貫寂we鐘

餓蕪雛盤繊』’と述べて，カト婆ック教会の整職者・平緒徒全般の偽養や欠臨に注霧する。＜翼〉は，

こび）験爵を‘‘a譲雛夢Qr穣継，a劔褻t絵雛騨。鐙ct”であると認めながらも，So搬e醒議esce難sco欝e

癒QVεr弩a蓑ε盤蕪贈1磁r膿atlc，w鰍ε曲res轟t魏G重曲瞬εce蜘綾羅醜類。ぎe夢owe撫壷3総

1εSSC（）脚r麟sl瞭ll簸st麟ltc繊es醗麹窪a夏虫漁ctt麟麟麗e我llstlC海麟1簸glts。v懸ギ議
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P



窪々本：菊祭叢とそのオーディエンス

識照ct．”と否定的警醒を記している。特に，本駿海の開題提趨への解決法が，生湿く妥協的である

として撰1華華されていることは注馨に纏するであろう。これは，この読解の反カト縫ック教的立場を

示験するものである。

　それでは，＜慧＞は，宗教や（カトサック／教会に閉して，どのように考えているであろうか。

W穰豊ε廻e醗飯S贈vlεt曲east雑費ger晦t髭r搬f鍼s倉d謡t醗ra鷺ce，？r1esギst灘改翻S

臨贈もe認tl絨lyt魏膿ess曇墓et勲tor墓罐zeδre玉盃9量。譲sst議t毫s綴as農tOolto即vεr蕪｝stea6

0｛量貧st戴勝。雌sta登蘇r覆S、、．罎船S簿奪rsec磁ve、㍉・ε箪｝重職鮮麟cer漉簸SεctQrSO餐ωεty

t紘羅0鋤tcO貸｛G織tot臨Sεrlg雄st曇豊漁雄S、As段CO資se（妻t織ce，t舞eC筋群C碁絵S夢r§v娩壌

aCO疲畷1簸9肱r勧で＆擁臨zaτ縫0銭SS譲etyzo鷺e簸Cεrtalガacce瞬む至ゼ碁1鮮r重es．

ここでは．緩織化さ就た宗教や教会が，いまだ人間懸人の幸福のためではなくて，支醗・擁涯・邉

害の暴として篤いられている実態が振摘され，現代社会における宗教・教会そのものの有効性や存

在意義が疑職こ付されている。

　獄祭主へのく鍵＞の態嚢・評懸は，薦懇懸値的である。

蓬．2．墨．3．＜嬢〉鵜読解

　く鰺＞は，宗教色が薄く，反カトリック教的な強い思い入れば感じられない。この読解鯛では，全

体的紅，葬宗教的で作品鑑賞的な見地から主として披講的な墾藩彗が行なわれている。轡1えばッく茎8＞

は，グレッグが，苦しむのが自分なら告解の守穂のような教会の捷に憾まぬが，苦しむのが健人な

らばそうはいかないと言っていることを指摘しつつ，縫方，“W擁e盤ewrest艶sw蓄鐵t短s撮蔓ε鵬盆懲

a擁玉etst魏glrlsねy塗セ鼓ec撮的｛a簸蹴es無Ot玉S嬢為er，姦e馨rea嚢st難evOw出＆麹秘0磁C罎se

o縫ly雛簸to　s癒er，or　r＆議er，sacrl勧ε．”と述べ，グレッグの言動1こは矛麿があると難じている。

また，飽の主要な賜題点として，＜懇＞は，グレッグとグレアムの驚孫をあげている。綬嚢の中では

2人が恋に落ちることがほのめかされてはいるが，癖者の恋愛麗係が充分に展竸されていないため，

宗規に葬常に厳搭なはずのグレッグが，なぜ独身の誓いを破るような危験を敢えて冒すのかが納得

できない，　と＜i8＞は擾半暮する。　さら1こ，＜i8＞1ま，　‘卓τ｝建v量ewer　ls農sl｛ε透t｛）＆SSt惣皇e　t麩我t　F盆t｝驚r

G資｝9舞as3very〔童εε欝S継ぎ鍵襖農豊α》貧vlct1○数a簸6＆c謡碁盤募，y｛｝乞鍵IS貧ot　e衰1をct玉v｛経y　dg驚。鍵str最te（1．聾

と語彗，この硬露の中でグレッグが蔵しているとされている，溝祭たることへの神の召命に対する

強い確信なるものの信懸盤に疑義をはさんでいる。

　本験函全体1こ麗しては，＜圭8＞は，“itlse凱ert議題貧ge員Ot逡盤t〔）き｝rO夢屡t碁εvlεwera至G欝gw三徳

t董蓑｝st｛r〉ry　t｝蟹t　a茎t｝聖｛）縫9簸猛t簸rε段te茎葉s，量t（嚢）esτ儀ot6e茎量ver　a芝窪y　t嚢。殺9養t　夢ro、・○茎｛重r馨，‘｝r6量scαss玉。鯵

provo数勧霧醗aterlal．”と論じている。ここでは，その娯楽牲iについては，一一応認められているもの

の，この1襲甦1テクストの優先的意味の極要に鵬する諸問題提起の存在そのもグ）が否定され，無効位

されている。＜至8＞は，自分のコメントを“Great　C総t，鑓我wε4黙Gt”と要約してお参，　　　iに

対する姿勢・評懸は，アンビヴァレントである。
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墨．2．達．婆．＜37〉の読解

　＜37＞は，明狭，蟻1的に反カトリック教的な立場から歩この寳実i錘を‘‘＿、〈職e（疲嚢玉εbest灘Gv艶s

t・。脚lyc絵1懸甕et藝e蜘Qcrlsy・｛t薮8w磁毒，邸ed鵬・t醸G｛伽C臨機cc露出”と燐寇

する。ここでは，飼祭垂の中に冤られる観カトリック教的な諸要素がすべて無擬され，特にカトサッ

ク教会の偽善への異議申し立てが過大評懸されている。さら1こ，＜37＞は，ストーり一について，“A

veぎy臨撚s旗y，dεveギ蓋y鋤lc亡sF識εrG総9｝st・撒e轆轆e薩els｛＆ce媛w織a齪灘a』’

と遠べ，本験懸をあくまで人聞的な見地から見て，現実的，盤俗的な解報を施している。続けて，

＜37＞は，“丁簸ε豊強倉st〔盤a登｝盆謡csce簸e呈SW鼓e筥舞εC藝袋縫ε登暮｛｝sJ｛｝S讐ぎむe簸e｛SW量t熱蝕捻OW簸搾と翼6

し，この麟錘の反キ縫スト（教／牲さえ示唆している。

　この読解は，本：駿醸翼好意的で，‘弍Gre鍍猿｛｝矯e”と高く饗っているα

　反カトリック教的対筑的義解においては，殉祭垂に帰する姿勢・評癒の点で，アンビヴァレント

なものと妻定的なものとの両方が見られる。

蓬．2．5．覆力卜1ナック教的交渉的談解

4．2．5．釜．反力ト1ナック教的交渉的読解の機略

　反カト婆ック教的交渉的義解は，支醗的立場からなされる優先的請解と反力ト婆ック教的立場か

らなされる反カト1穿ック教的蝿航的談解とを媒介する羨みである。ここで言う反カト婆ック教的と

は，仮構的なものをも含み，また相懸的な概念であ諺，ここでは，その中に，非カドナック教的（あ

るいは，広く葬宗教的／なものを含むことにする。この反カトリック教的交渉的談解においては，テ

クストの優先的意味と反カト婆ック教的な対抗的意味とが，交渉を通じて混ざ吟合麟，せめぎ合う。

この読解を行なっているのは，＜緯＞，〈葺＞であ参，全38鋼中2催／全体の5分強／を占め，有効

携33縫中6分程度に当たる。

墨．2．5．2．＜欝＞σ〉談解

　く舞＞は，ζ司祭遜について，4‘玉ts蟹捻£es出est環暮菖lesO｛もe諭慕○簸esel｛，めovε癒erl鞍alS（｝｛

soclεty．”と遊べているが，‘犠e　rlt瞼ls〔》髭oclety”という表現は，特に同性愛，聖職者の独身，告

解の守秘等につ雛てσ）カト》ック教会の教義・燦律に関わって鰐いられていると考えられる。これ

は，その精神において，優先的読み（意味／から遠くないが，教会改革等の現実開題の実践的解決

を志講せず，内護的である。また，＜欝〉は，神，信輝，赦し，慈愛（磁ar量ty）等の宗教的（キサス

ト教的〉概念を縫わずに，“For　t簸（》se　sεek塗蕊t玉貧疑ers鍛綴盈蓼a撮reco農。量搬重め鷺，墨髭g絃￥reCG螢一

難磁61t．”と譲り，この瑛露を精神的見地から評癒している。さらに続けて，＜欝〉は，“To出〔）醗

㌃廠○臨t創W3tc簸t難ls．魏醗ay蝕織g　yO駁closer　tg難t難餓lty、”と記し，水酸癒を脱宗教化して，

人間牲をより重擬している。＜欝＞の葬宗教性は，緩カト壁ック教的交渉的読解群と本読解とを分か

つものである。

　〈欝〉は，　　雛こ好意的で，“Awεsむ螢el”と高い評懸を与えている。
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雀．2．5．3．＜葺〉め読解

　く葺〉は，祠祭虚に麗して，“丁巽量s灘ov絶g綻s魏｝・o蕪議e　lδε麟zl茎壌（》｛rel量錘0聡蟹。撰e＿＿’｝

と述べ，本駿露が宗教家・鑑鐸者の醗禅秘化を騒るものだとして，かな吟霧実的・量俗的な観点か

らこの狭霧の解綬を行なっている。＜i7〉は，この礫錘の主題1こついて，“至t紀al鞍ex麟蟹est嚢e6ee欝

霞e醸，a登虚r総we撫εsses磁農師est，t酸茎S麟a脚te繭君S簸麟・欝欝藏＆t融蒐秘曲

登ray量嚢墓。ギw茎懸銭et・r毛嚢re幽量sb崎ls＆漉t・s曜ess［s量£擁s餓照至難ee甑玉融茎sc盆sε

o｛a［s量。3緯ys詫譲麓eδs，欝建sex臨．鱒と語っている。ここでは，本麟画テクストの優先的意瞭の

中心をなす問題提起群の一部が，表現を変えて，魑人的な言葉で共感的に論じられているが，その

焦点は，專ら講祭の突棒的欲求に当てられている。この読解にお雛て，カト1タック講祭は，肉を騰

えた単なる人鶏として，その霊盤・構糠性を鍵奪され，俗人と瞬レベルにまで格下げされて，その

代わ陰，共感・属椿の対象となるのである。この読みは，本駿灘にたゆたう神の奇跡・恩寵とも思

しき神秘的灘面こは重きを置かない。さらに，＜葺＞は，宗教家・欝締者等についてデ‘＿o麺。慰se

t鱒搬ake臨櫨es，e糟Jes慧S漁6e藤t雄es，ltls鰍t譲t簸e醜rc鼓臨C。ve組曲か
と語ってお彗，宗教家・懲輝者，イエス，教会等の宗教的なものを，徹頭徹尾，営俗主義的・人賜

主義的な見地から解殺している。

　＜至7＞もまた，　郵講祭壌　1こ好意的で，　“tr簸至ye盤｛）鍾ve”と評｛蠹毒§轟も㌔

反カトリック教的交渉的議i解にあっては，霧携とも，多講祭郵こ対して好意を示し，その懸魑を轟

く評慰している。

蓬．3．まとめと発展的考察

4．壌．亙．オーディエンスによるテクスト談解行為

墨．馨．i．董．テクストとオーディエンスの穏夏作罵

　ある社会的及び言説的位置にあるオーディエンスは，自らの経験を持ち寄って，状浸のコンテク

ストの中で，テクストの読解行為に臨むが，その際，オーディエンスからテクストヘの能動的な饑

きかけが行なわれるのみならず，テクストからオーディエンスにも騰きかけが行なわれる。オーディ

エンスは．テクストなしにテクストを読解することはできず，テクストは，優先的意練が灘蒙され

た物質的に盲鰻な記号体系（購造）として，読解の行なわれる条件と燐酸を押し付ける。しかし，テ

クストは，自律的な諾号体系であ参，必然的1こ多意蘇牲を有するので，テクストの意妹を一義的に

矯寇することはできない。テクストの意味縁，あくまで，オーディエンスとテクストとの権互作灘

の遜程で生み鐵される。テクストによって課された条件と籍約の範麗内で，オーディエンスは，テ

クストに対して自らに醸有の意味馨けを行なおうとするが，「意味形成の政治」が緩擬されるの1劇

まさにここにおいてである。

墨．3．茎．2．編祭垂オーディエンスの義解位置

　今騒分析対象とした読解サンプル群は，ほとんどキ婆スト教宗教圏から寄せられたものであるが，
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キ縫スト教露の成員は，鐘6）社会の絞蝿に比べて，オーディエンスとして，一般的に鍋祭雲テク

ストヘの比較的墾確な立場が取拳やすいであろう。勿論，キサスト教慧の大鷺といえども，敬虔な

カトリック教徒やプ賞テスタントから不麿知論考，無神論考に至るまで，宗教的立場は種々様々で

ある。舞えば，現実難界の馨常生活において，カト婆ック教権の保守的立場1こ強く霧一秘している

主体は．その比較的永続的・羅定的位置から，罫司祭毒をおおむね対統的に諌むであろう。しかし，

テクストからもオーディエンスに饑きかけがなされるので，オーディエンスはテクストによって議

得されてその諺解位置を修歪し，交渉的あるいは支配的立場から蒲祭董を談むことになるかもし

れない。この修亘された読解位置とそこから形成された意陳1ま，後の現実轡罪において主体が取る

立場に影響を及ぼす可龍牲がある。また，携えば，規実社会においてカト1穿ック教への比較的明確

な立場を形成していない主捧は，蓼司祭選テクストの談解に当たって，その立場を定めることを邉ら

れる。したがって，この場合の親カトサック教的．反カト華ック教的立場は，比較的仮構牲・暫定

性の強いものである。こうして，オーディエンスとテクストとの相互作霧の中で，力トサック教へ

の姿勢を含む読解位置が構築され，オーディエンスはこの位置からぎ司祭遮を優先的，交渉的，対

貌的に鎮むことになる。ここでもまた，優設的な諺解位鷺とそこから構成された慧糠は，その後の

現実轡算で主体が取るであろう立場を変化させ得るものである。

淫．3．2．淘祭主議解傍分析の要約と考察

　本論では，同祭嚢の映麟テクストの読解鰯を5種類に大饗して，吟瞭・検証した。

嘆．3．2．董．優先的義解の場合

　優先的読解を行なっているのは，有効読解携の2割強であ参．ここでは，オーディエンスがテク

ストの優先的意瞭を機略そのまま受け入れている。この蕊みにおいては・カト壁ック教への交渉的

立場が舞舞考撫と共有されている6）で，当然，総じてテクストに対して好意的であ警，その極値が

晦く評懸される。ただし，これは，テクストを通した綴作者灘から読み手への単純で直線的な意練

の伝達などではなく，また読み手簿の受動的読解でもない。オーディエンスとテクストとの権互作

罵の中で，オーディエンスはテクストヘσ）意味付与実践を行なってお今，その主体性，龍動姓1ま行

嚢されているのである。

壌．3．2．2．幾力卜1ナック教的対抗的談解の場合

　親カトサック教醜態抗的読解を行なっているのは，有効読解縫の2割強であ酵，ここではオーディ

エンスが，窺カトリック教的立場から，テクストの優先的愚昧を捲否し，それとは対立する謹みを

実践している。この談みを行なう読解鱗の大部分は，罫司祭圭テクストを友カトリック教的あるいは

反宗教的と見倣して敵意を示し，その騒纏を否定的に評癒する。ただし，少数の鱗外はある。すべ

ての種類の読解の中で最もダイナミックな「意瞭形成の政治」が行なわれているのは，まさにこの

観カト醤ック教的難航的読解においてである。オーディエンスはテクストに強く働きかけ，績向性

の強い，多くは党諏的な意蘇付けを行ない，テクストの意味を棄っ取って，テクストを鍾鷲＝転濡

する。ここでは，オーディエンスが罫溝祭垂の鞠語を舞耀して，もうひとつの驚な対銃的メタ・ナ
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ラティヴを紡ぎ露しているかのようである。

爆．3．2．3．親方卜1ナック教的交渉的談解の場合

　競カト縫ック教約文渉的読解を行なっているのは，有効義解溺の逢蓄強であ塗，ここでは，オー

ディエンスが，支醗的立場と観カトワック教的対撹的立場を媒介する霧カト夢ック教的交渉的立場

から・優先的i菱解と幾カトサック教的繋椀的読解とを媒介する読みを行なっている。4割強がこの読

解に分類されるのは，r交渉的感という繕語の本論での定義からして，無遷からぬところかもしれな

い。霧カト辞ック教的交渉的読解は，多様な議解舞を含むが，代表的なものとして，テクストの優

先的意練を大枠で認めながら，部分的に独自の謹みを試みる読解，カトリック教（会／の実践的改

革を志向せず，縫人の内嚢牲・糖神性を重規する読解などがあげられる。この読みにあっては，少

数の携外を鍮いて，大体『講祭垂に好意が示され，その懸値が肯定的に詳懸される。しかし，優先

的意味に対するある程度の対読牲や潜在的難航牲を馨している読解纒も少なくない。優先的読解と

幾カトリック教的対筑的義解との鷲では，テクストの意味の奪い合いが演じられるが，霧力卜肇ッ

ク教的交渉的読解においては，テクストの優先的意蘇，窺カト肇ック教的な麟幾的で独嚢の意味，及

び霧カトリック教的難航的意味が，混ざウ合い，せめぎ合っている。

垂．3．2．淫．反力卜琴ック教的繋銃的義解の場合

　反カトリック教的対談！的読解を行なっているのは，〕蓉効看箋解轡垂の至善彗近くであ陰，ここでは，オー

ディエンスが，反カトサック教的立場から，テクストの優先的意蘇を擾絶し，それとは対立する読

みを試みている。この読みを行なう読解醗群1こおいては，テクストに対する姿勢・評癒の点でアン

ビヴァレントなものの方が多いが，糞定的なものも見られる。反カト婆ック教的立場からなされる

この蓋解と次の反カトリック教的交渉的謎解に分類される談解擁が少なかったのは，カトサック教

的（宗教的／な編祭選の験面テクストに瞬心を詩って擬聴し，コメントを執筆，後編するオーディ

エンスのタイプとテクストの意練購造翻からの働きかけ等に起馨しているかもしれない。

蓬．3、2．5．疲労ト1ナック教麟交渉的読解の場合

　反カトリック教的交渉的読解を行なっているのは，有効読解鱗の6分種痘であ讐，ここでは，オー

ディエンスが，支醗的立場と反カト》ック教的対統的立場を媒介する反カトサック教的交渉的立場

から，優先的読解と反カトリック教的雄銃的議i解とを篠介する謹みを行なっている。この読みにお

いては，テクストに対して好意が示され，その懸麩が高く評懸されている。優先的読解と反カトリッ

ク教的対銃釣読解との闘では．テクストの意練の奪い合鵠が見られるが，反カト縫ック教的交渉的

読解にあっては，テクストの優先的意味，反カト讐ック教的な綴驚的で独自の意練．及び反力ト肇ッ

ク教的な（潜在的〉対読的意味が，漉ざ撃合い，せめぎ合っている。

鞍懸メディアのコミュニケーション遜程全体が，意瞭をめぐる航争の場として捉えられるが，こ

こでは，オーディエンスによるメディア・テクストσ）読解に焦点を絞って論じた。ヂ意瞭形成の政治雌

あるいは「言説の藤争」は，テクスト講解の至るところで行なわれているのである。

例
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5．結び

5．董．本論全体のまとめ

　本論では，メディアのカルチュラル・スタディーズの立場から，駿癒メディア・テクストのエン

コーデギングとディコーディングについて考究した。

　はじめに，ホールの論考を中心に擬えつつも，諸家の所説を参照して，メディア・テクストのエ

ンコーディングとディコーディングに絶する還論を整選，験討した。その鰹，コードの靉靆1こ特に

漣翳した。その後で，当該コミュエケーシ璽ン・モデルを験画メディアに適縁するために，予備的

考察を行なった。

　次に，異体的な験画メディア・テクストとして『驚祭邊を取拳上げ，そのテクストとエンコーディ

ングを分析，検討した。エンコーディングに関しては，特に騨本家の執筆意翻を重観した。さらに，

この検討結栗と麟遠のモデルとを合体させ，社会的橿点を盛参込んで，絢祭垂のコミュニケーシ葺

ン・モデルについて考察した。その際．主にエンコーディングの立場と意麟，テクストの優先的意

味，ディコーディングにおけるオーディエンスの立場等に注還した。

　本稿では，インターネット．との験画データベース内にある一般のオ協心ディエンスによる駿函幾許

を．験画絢祭」というテクスト（あるいは書説／についてのメタ・テクスト（あるいはメタ言説1

として，考察の対象にした。まず，ディコーディングに関するホールの蓬論を臨欝，修正して，蓼溝

祭遍テクストの読解に関する新たな覆講的粋緩みを導鐡した。その枠績みとは，優先的講解．窺カ

ト婆ック教的対銃的読解，窺カトリック教的交渉的読解，反カト！ナック教的対貌的読解，及び反カ

ト婆ック教的交渉的読解のそれである。その後で，これら§種類の読解パターンに類溺される鍋

祭選テクストの実際の読解纒を詳纈にテクスト分析して，これらの談解パターンの有効性を吟味，検

証垂こ付した。最後£，オ軸心ディエンスによる『驚祭垂テクストの読解に焦点を当てながらも，本論

全体の議講をまとめ，若干の発展的考察を試みた。その際．（マス・〉コミュニケーシ望ン遺程全体

を，意味をめぐる抗争の場として捉える糧点から，テクスト読解の属嚢で展麗される紅意味形成の

政治」あるいは「言説の露華」に注i饗した。

5．2．今後の諸課題の展望

　終蟹こ，本論全体での考察の遜程において見墨された諸開題点のうち主要なものを，以下に列挙

しておこう。

　①エンコーディングの契機において複数の人聞主体がメディア・テクスト生産に関わっていると

き，エンコーディングにおける支醗的（ヘゲモニー的／意醒（すなわち，テクストの優先的意味／は，

どのようにして決定されるのか。

　②藩究者は，厳密には，飽のオーディエンスに蝿するいかなる優越的方法によって，メディア・

テクストの優先的意蘇を知拳得たと主張できるのか。あるいは，分勝者がメディア・テクストの優

先的愚昧であると考えるものは，どのような手続きを経てその特権的地盤を獲得できるのか。覇

欝〉　これに蟹達した懇題点隷，灘えば，藤墜馨蔑み手垂の発見」7§でも懸れられている。
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　③ホーールのコード・モデルは，認識，運解，解読，解験，反応，意見形成等を厳密に区隣せずに，

一緒くたにして毅っているように見える轡。特にメディア醗究．テクスト運論等の最近の成果から学

び，メディア・テクストのエンコーディングとディコーディングに関する，よ拳糖鐵なコード論を

構築することが求められ．る。

　④オーディエンスによるメディア・テクストの読みの決定に関わる諸要因．それらの権対麟豊要

牲，及びそれらの絹互関係を，よ鯵明確化する必要がある。

　⑤メディア・テクストからオーディエンスヘの欝きかけを過小評慰してはならない。§律的で多

意陳姓を有するが，優先的意味が灘郵されている（とされる／物質的に有霧1な記号体系としてのメ

ディア・テクストを綿密に分析し，その構造を驚能な暇参究鬱することは，オーディエンス譲を含

むメディア・カルチュラル・スタディーズの発展にとって必須の要件である。

　⑧オーディエンスの縫会的及び言誘的位置がメディア・テクストの読みをある程度まで幾寇する

ことを異体的に検証するためには，メディア・オーディエンスについての「エスノグラフィー的達醗

究（メディア・エスノグラフィー）の方法や知見を摂取．援濡することが必要である。

　今後，メディアのカルチュラル・スタディーズの立場から，メディア・テクストとその隷乍，読

解等に関する藩究を襲離していく上で，これらは，決して無規することのできない諸課題である。

補選A

　ここに集録するのは，本文の論の運びからすると幾分逸號的であ参，淫に含めるには分量が多邊

ぎる補足的解説である。主題は，力トサック教における聖職者の独身麟，購性愛，及び告解の3つ

である。

L　墾職者の独身麟

　ここでは，主としてぎ新カトサック大事典遷第3巻（以鋒，ぎ大事典濠と鴎言融の「どくしん　独

身」の項羅伊．ネメシェギ・濱蟹了113総遥のを参難して，「墾職考の独身麟3について解説する。

　まず，独身のヂ語義」に関連して，多大事典選は，「……憲発的1こ選ばれた独身の状態は，人が婚

嬢適齢窮にあるにもかかわらず，結婚しておらず，また結嬉したことがない状態を捲し，それが宗

教的な動機による場合，これからも決して結嬉しないことを公に決慰したことを示す」（稔絡／とす

る。「新約聖書匪に縫わっては，ギ……新約聖書においては，教会の奉仕考一般に殺する独身の義務

づけはまだみられないが，衝り1こ専心するための自発的独身あるいは禁欲への要請がすでにみられ

る」とし，また，「宗教的な動機で選ばれる独創に麗達して，「キ婆スト教においては修道生活と

藍んで，聖職者1こも独身が要求されるようにな鯵，特にラテン教会では独身が上級墾職へ6）叙購の

前提となってきた」としている（i鋳鱗。

　次に，「西方教会雌での「聖職者の独身麟」の歴史に関する罫大事典肇の配達（欝欝／を要約する。

翼／　蕪雄誌こおいて展灘された「優先的読癖」モデルに帰する蟹藩壌こついては．藤窯鐸読み手書の発見」7§と

　　酵orlεy簸を参照のこと。
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　スペインのエルビラ教会会議（認容年頃／は，叙繕後の夫婦縫係の継続に罰則を規定し（33条／，

第｝ニカイや公会議（32§年1は，東方と西方の溝教会に共通する独身凝を導入する試みを論議した

が，失敗した。しかし，H糧！紀の半ばにおいてもなお，西方諸露では髪職者の婚螺が一般的に行な

われていた。インノケンティウス2盤（在位ii3創磐隼1は第2ラテラノ公会議（猛3§年／におい

て．韓教・薄祭・助祭への叙繕が籍難緯書となることを趨走し，ケレスティヌス3澄（在位鼓舞曇8

年／は媛娚薄書を褻麟祭にまで広げたが，実需薯にそれらを遵守するには鰹難が多く，宗教改革にお

ける主要な争点となった。ト誉エント公会議は教会の規律を厳格1こし，禅学校における壁織者養成

の改善を命じ〔蔦萄年の第24会難，§条／，この結果は全教金髪こ及ぶことになった．第璽ヴァティ

カン公会議でも独身毒彗は論議され，玉髄7年発布のぎ教会法典壌は上綴品綴（講勧纂録．碁グ）墾職考

の独身義務を再び確認した（盤2条i項／。第2ヴァティカン公会議は，妻帯者にも跡祭職への遵を

饑くことを決定し（ぎ教会憲章遜29項），またζ司祭教令盛では，西方教会で築かれてきた司祭独身

舞を再確認した。ギ独身は多くの点で司祭職にふさわしい、一…天の睡のために守る童貞または独身

によって，育i祭は新しい崇高な運密によってキサストに身をささげ，分裂のない心をもって，より

たやすく主1こ一致し，主において，また主を題して，よ陰欝密に神と人々とに対する奉仕に身をさ

さげ，主の国と超自然的蔓歪のわざに身軽紅｛±える3（欝項〉。

　i継3年発布の現行『教会法典遜では，「聖職者の独身調」について，「聖職者は天6）国のために完

全かつ終生の貞潔を纐守する義務を有する。したがって，神の特震の賜である独舞を纈守しなけれ

ばならない。この購によって聖職者は心を分かつことなく．よ箏容易にキリストに結ばれ，神と人

への奉仕にいっそう自由に献身することができる涯（2質条茎項淳カトサック新教会法典鉾4のと

定めている。多大事典選は，「独身講慧，法的には，繕婚の禁止と完全な貞潔の遵守からなる。つま

鱗窒的行為を行うこと，患いめぐらすこと，望むことについての締舗である」とし，「……聖職者の

独身麟は，聖職の本質そのものに霞来するのではなく，役務に完全に献身できるために便宜上，法

的に課されたものといえる」としている〔i3欝。独身義務への違狸は伴事的整職停鑑麟裁あるいは

聖職者身分からの追敬の越分を受けるぜ教会法典擁3纒条董項及び13鶉条1老項／。

　『大事典選は，「独身舗への反対意見」を合計7種類に分類し，各々への反論を掲げているが，こ

こでは，織縞の都合上，主として反対意見を紹介する。

　以下，反対意見を粥挙する。「反対意見の第一は，羅約聖書に基づくかのように思われるものであ

る。新約懇書は聖職者の独身嬢を明白1こは命じておらず，ただ神からの特劉な召し幽しに人が自由

に応えるものとして示しているにすぎない。さらにキ婆ストは十二硬徒を選ぶにあたって独身を条

件としなかったし，硬徒たちも梅代教会の上長に独身者だけを任命したわけではなかったとする」

（i3ii／。「第二は，独身麟が夫婦関係を蔑捜する考え方に立興するとの遅解に基づくと思われる。教

父たちが司祭職への招きと聖なる童貞牲とを密接に結び合わせたぴ）は，現代とは異なる考え方に基

づいてのことである。教父たちの著作では独身舗を守ることよ瞬は，夫婦関係を避けるようにとの

勧めがしばしばなされている。性行為への欲求や人間の状態を遍度に卑劣なものとみなした讐，あ

るいは．聖なる事物1こ離れる者には溝らかさが必要であると考えたためとする。したがって，現代

社会とその考え方に合わないとする」。「第三は，司祭職への召命と完全な貞潔への召命が異なるも

のだと6）認識から，司祭の独身凝は，独身を受け入れる心はないが司祭職を受けたいと思う者を薦
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め謎すとする達。ヂ第露は，教会における司祭不足が，独身を守る重蕎に起癒していると考える」。「第

五は・馨祭が妻帯しているならば・不忠実・生活の蹴れ，逸騰の機会がなくな9，家庭生活のなか

で大きなカが与えられるとする」。「第六は，独身毒彗は単に自然1こ反するだけでなく，更しい人格の

成熟を妨げるものだとする。したがって司祭は心の潤いに欠けた人聞とな琴，一般の人々の生活様

式を導くための灘の情熱を徐々に失う。全く瓢立した生瀬を送ることから，積神の無力化と落駿に

追いやられるとする」。「第七は，司祭志顯者が養絞の段灘で独身麟を受け入れることだけを強いら

れ，人聞の正当な難霞を充分に尊重していない。また，独身調を受け入れる青年1ま全く完全な窮鐙

をもっておらず1青年雛身の理解力や決騒力は独身舗の責務黙体とその真の露難を受け取るには不

充分で不穣癒であるとする」。（第2から第7までは，垂綴2／

　これらへの反論のうち一部のみを紹介しておこう．第iの反対意見に対しては，「しかしこの意見

は単に初代教会だけに醸って論撫を置いている。この蒔代に醗婚者も綬務についたことから，公会

議が宣言したよう1こぎ独身譲が司祭職の奉賛から要求されるものではない選ということはできても，

ここから独身鱗の懸魑そのものを軽観することはできない」（露里舞と反論されている。さらに，第

3の反対意見1こ対しては，反論として，「しかし，司祭職は神から与えられる召命であ彗，教会から

認知されないかぎ警護も自分の召命を主張できない。教会は独身の購麹を有する者1こ召命を鞍定し

ているだけである。召命と召命の様態とを切諺離すことはできない」とされ，また，第婆の論点に

関しては，「しかし，プロテスタントなど，塗職考に妻帯を許している飽の教会1こおける状態を考察

すれぱ，司祭職への召命減少が独身隷こ起馨していないことは醗らかである。召命の減少はむしろ

信輝と秘跡を通して人々の救難に務める教会の後難が軽梶されているためであろうゴとされている

（董3董2／α

簸．岡性愛

　ぎ大事薬毒は，ヂどうせいあい　購性愛」の項慧（浜瞬吉隆；i27§一77／において，購性愛を「男性

または女性属土が色精的に魅惑されて性的翼係を結ぶこと」（㌶？赫と定義し，「論墨到的吾こは．ヂ……

轟然法からして瞬性愛者は牲的機能の生残藏的である生命伝達を撲除することによ箏，糠の意志に

反する重大な侵害をしていることになる」（i276〉と遊べている。また，多大事典露は，凝約聖書で

墾白睾こ同性愛に麗達する箇所として，「……レど記の『いとうべき性関｛裂のなかで男雛講堂の性行

為が攀じられてお琴（レピ盤：22），必ず死織こ越せられる（講鱒涯3擁とし，「新約聖書では特に

パウ慕が男女の撫然にもとる麗孫として岡性愛を戒めている瞬マi二鱒老7／。男娼や男色をする考

は擁の縷を受け継がないとされ（iコサ61堅餅，そのような考のために律法が与えられているとい

う軽テモil§遷§擁と配している韓27嚇。

　蓼岩波キリスト教辞典選（以下，ぎ辞輿還と略記／σ）「溺性愛」の療醤中の「カト夢ック神学」の簸

（琶瀬文晃17館／は，「キ弓スト教の歴史では，轟性愛が大罪とみなされ，厳しく罰せられた」とし

ながらも，「……現代6）カト夢ック教会では，遺失の嗣性愛に耕する罪悪視を修正し，むしろ購性愛

考に曝する毒牧的な醗霞を強請している」と述べている。さらに，ぎ醇典垂では，「縁牲に向かう性

的指肉垂。饒。総x蔑al勧cl麦魏擁繊と隔牲闘の性行為盤（澱（｝se灘a蓋ge董搬al　ex騨ess海ηとを瞼擁し，揚

繭は罪とみなさないが，行為は即座に繍遅的に駈罪しないまでも，麟造の秩序の欠臨とみなす。溝
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牧者には，嚢分の意によらず同性愛指晦を有する巻を許容し，その人権を尊重しつつ本来の愛の秩

序へ講かわせる翫癒が求められる（教蓮省陶性愛者の溝牧的醗癒について」懲縄参照擁とされて

いる。

　八木谷は，岡性愛（者／に関して，ヂはっき弩捲絶しているの1ま，窟～マ・力回ック教会。瞬性

愛を実行している者垂こは，聖体舞領が許されない。ただし，緩々の司教，認祭，修道者のなかには

擁護考もお蓼，しばしば披らが建分されたことが報じられている淫（278〉と記している。

膿．告解

　ぎ辞典垂は，「告解」の項嚢中6）「歴史と実践」の簾（岩島患彦；3§7／において，「罪のゆるしは，

キサストの福音の本質的部分である。告解は，この福蓄の恵みを，その鋳々に具体的な形で実理す

る穂跡である。告窃者は神に自分の罪の侮るしを購1秘，糠がこれに癒えてその人を赦す。その際，薄

祭はキリストの道具となって饑いているだけである」と遠ベラ歴史的彰こは，6量紀末漿から私的告窃

の習獲が広まり，現在に至ったとし，「纂2ヴァティカン公会議以降，告白の行為のみをさす意解よ

りも，侮るしの穆跡という表現の方が一般的となった」と記す。

　置辞典叢によれば，「篶解は，通常聖堂内の告解場でなされるが，場所は嚢霞で，覇祭との会誌の

形で受縁ることもできる。告解は，究瞬，痛梅，決心，告窃．癖るし，感謝，饑いの流れで進む。ま

ず繭の告解以後の罪を悪騒起こし，それに対する悔悛の思いを起こし，繰蓼題すことのない決心を

して，罪を告震し，司祭からゆるしの言葉を受ける。告嚢後，感謝の祈りを購え，命じられた縷い

を果たす」。また，『辞典露ま，紅…一告奏の場は，信徒が懸舞生活の捲導を受ける場にもなって輪る

（信心の告解擁とし，ヂ告解の秘露は聖体の秘跡と謹んで｛舞舞生活にとって重要なもの……」である

と遠べている。罫辞典垂は，最後1こ，「司祭には，告解において矯つた事櫓について絶対秘密を守る

重い義務が課せられている」と記す。

　告解の守秘義務等に臠して，現行ぎ教会法典遜は，次のように緩定している。

　第§83条　　（群秘跡上の穂密は不再侵である。したがって，聴罪講祭は，ことば又は楚の

いかなる方法をもってしても，またいかなる運密に基づいてもゆるしの秘跡を受ける者を決し

て裏窮ってはならない。

　（2／穂密を守るべき義務は，通訳が立てられる場合には通訳及び告白による罪の内容を簿ら

かの方法をもって知った難のすべての者にも及ぶ。

　第鯖蓬条　　（i）聴罪司祭は，瀬洩の亀験が全くない場合でもゆるしの秘跡を受ける者に不

韓藍を与えるおそれのあるときは，告白によって得た知識の使繕を絶対に禁じられる。

　（2）権威ある地盤に置かれた考は，いかなる鋳に行われた告密であっても，それによって得

た罪についての知識をいかなる方法であれ外的統治のために硬駕してはならない。（蓼カトリッ

ク新教会法典嚢533／
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